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令和４年第３回太地町議会定例会会議録 

（第２日） 

○開会期日  令和４年９月１４日午前９時００分 

○会議の場所  太地町議会議場 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（９名） 

   １番 漁 野 尚 登 君      ２番 森 岡 茂 夫 君 

   ３番 海 野 好 詔 君      ５番 久 原 拓 美 君 

   ６番 塩 崎 伸 一 君      ８番 筋 師 光 博 君 

   ９番 花 村   計 君     １０番 福 田 忠 由 君 

  １１番 水 谷 育 生 君 

 

 欠席議員（１名） 

   ７番 三 原 勝 利 君 

 

 
○出席した事務職員は次のとおり 

   事 務 局 長  由 谷 陽 久 君     書    記  漁 野 チエミ 君 

 

○地方自治法第１２１条による出席者は次のとおり 

副 町 長  漁 野 洋 伸 君  会 計 管 理 者  山 下 真 一 君 

総 括 課 長  久 保 亨 一 君  総 務 課 長  森 尾   伸 君 

総務課副課長  執 行 貴 弘 君  総 務 課 主 幹  森 本 直 樹 君 

住民福祉課長  前 田 かなみ 君  住民福祉課副課長  稲 藪 江 美 君 

住民福祉課主幹  桝 田 将 樹 君  産業建設課長  瀬 戸 睦 史 君 

産業建設課副課長  下 津 公 広 君  産業建設課副主幹  脊 古   景 君 

産業建設課主査  井 上 正 哉 君  くじらの博物館長  稲 森 大 樹 君 

くじらの博物館副館長  中 江   環 君  教 育 長  宇佐川 彰 男 君 

教 育 次 長  漁 野 文 俊 君  教育委員会主幹  櫻 井 敬 人 君 

代表監査委員  宇 下 和 宏 君     
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○本日の会議に付した事件 

  日程第１３ 認定第 １号 令和３年度太地町一般会計歳入歳出決算 

  日程第１４ 認定第 ２号 令和３年度特別会計太地町国民健康保険事業歳入歳出決算 

  日程第１５ 認定第 ３号 令和３年度特別会計太地町介護保険事業歳入歳出決算 

  日程第１６ 認定第 ４号 令和３年度特別会計太地町後期高齢者医療事業歳入歳出決算 

  日程第１７ 認定第 ５号 令和３年度特別会計太地町都市計画公共下水道事業歳入歳出 

               決算 

  日程第１８ 認定第 ６号 令和３年度特別会計太地町くじらの博物館事業歳入歳出決算 

  日程第１９ 認定第 ７号 令和３年度企業会計太地町水道事業会計決算 

  日程第２０ 請願第４の１号 太地町立くじらの博物館に関する請願書 

  日程第２１ 議員派遣の件 
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△開  会  午前９時００分 

○議長（水谷育生君） 

  おはようございます。ただいまから再開いたします。本日の会議を開きます。 

                                           

△日程第１３ 認定第１号 

○議長（水谷育生君） 

  労働費について質疑を行います。１０２ページです。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  労働費について、質疑を終わります。次に、農林水産業費について質疑を行います。１０

２ページから１１０ページです。質疑ありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  １０３ページの備品購入費、翌年度繰越額８万円の説明をお願いします。それと、１０４

ページの工事請負費、これ桑原の池廃止工事１，３００円、それから、１０５ページの９目、

１０節、種子苗木代、２１万４，６００円、その下の植樹委託料、２３万９，８００円、そ

れから、いつも聞いとる１０６ページの鳥獣有害駆除の実績、１１節、狩猟許可申請等手数

料、狩猟免許用診断書手数料、火災保険料、それから、その下の狩猟免許講習負担金、１万

円、これ何名分なのか。それから、１０７ページの１目、１２節、ベンチ製作委託料、何基

分なのか、どこに委託したのか。それから、１０８ページの建物災害共済保険料、荷捌施設

の令和３年度の実績、まとめたものがあったら、また後でお願いします。それから、工事請

負費の繰越明許費、翌年度繰越額、３，２７９万円の説明をお願いします。それと、１０９

ページの一番下、磯根漁場再生事業委託料のアワビと、これの実績をお願いします。ヒジキ

がなくなったように思うんやけど、ヒジキはどこに入ってあるのかな。令和３年度はやらな

かったのか。１１０ページの一番上、右側の備考欄の一番上の太地漁港機能増進事業支援業

務委託料、３１１万１，９００円の説明をお願いします。それから、原材料費、１５節、中

間育成魚購入費の実績、それから、その下の１８節、稚貝稚魚放流事業助成金の実績をお願

いします。それから、捕鯨対策費の一番下の地域捕鯨を守る太地町連絡協議会助成金、４０

万円のこの協議会の決算書があればお願いします。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  １０３ページ、備品購入の繰越し理由でございますが、こちらは農業委員会へのタブレッ

ト購入に係る分となっております。こちら、農業委員会への活動へのデジタル技術の活用が
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見込まれ、国費にてタブレット端末購入への助成が行われるところなんですけれども、こち

ら全国農業会議による一括調達となるんですけれども、３年度中の購入計画に間に合わなか

ったため、繰越しを行ったものでございます。１０４ページ、桑原の池の工事なんですけれ

ども、その下に繰越しで９６９万３，０００円繰越しをさせていただいてるんですけれども、

こちら工事変更に伴う不足が生じましたので、こちらトータルで不足分を現年度で処理をさ

せていただいております。１０５ページ、種子苗木代なんですけれども、こちらは種子につ

きましては、４月にひまわり、ペチュニア、マリーゴールド、コスモス等を平見公園、廻森、

公民館から産業建設課前の歩道、産業建設課横の駐車場、後、旧紀陽銀行前の花壇に植えて

おります。９月にナデシコ、リビングストンデージー、パンジー等をこちらも旧紀陽銀行前、

平見公園、廻森、産業建設課横の駐車場に植えております。苗木につきましては、５月にガ

ザニア、ケイトウ等を、こちらも役場前の歩道、公民館前の花壇、１２月にパンジー、キイ

ロソウ、葉ぼたんを役場前の歩道に植えております。後、植樹なんですけれども、こちらは

太地隧道より本浦三差路に向かっての歩道沿いにウバメガシを植樹しております。後、１０

６ページ、鳥獣害の捕獲頭数の実績なんですけれども、令和３年度につきましては、ニホン

ジカが２４８頭、イノシシが２３頭、アライグマが１９頭、タヌキ６頭となっております。

狩猟許可申請等の手数料なんですけれども、こちらは４名分となっております。その下の診

断書手数料なんですけれども、こちら令和３年度に職員１名新規で資格取得をしております

ので１名分となっております。こちら、火災保険料等となっておるんですけれども、こちら

は狩猟に係る傷害保険となっております。１０名分となっております。その下、狩猟免許講

習負担金なんですけれども、こちら狩猟免許を取得前に講習を受けなければならないんです

けれども、こちら職員１名分の負担金となっております。１０７ページお願いします。ベン

チなんですけれども、こちらは１３基作製しております。こちら、橋本工務店で受けていた

だいております。荷捌施設の実績なんですけれども、こちら魚類が４４万１，１１０キロ、

１億４，６３５万３，２４４円、貝・藻類が１，５７５キロ、５７２万６６円です。海産哺

乳類が６万２，９９９キロ、３，１１９万５，６２２円、水揚げですが、アワビが２１９．

８キロ、１４１万１，３５８円、ナガレコが１１８９．９キロ、４０３万１，６２６円、イ

セエビが５１５６．９キロ、３，１７７万６，１８１円、ヒラメが２３４．８キロ、３３万

６，０９９円、クエが１０２．３キロ、６０万９，６６２円、カサゴ、５４．７キロ、４万

３，０５２円、ナマコ４．１キロ、１，８６９円、ヒジキがゼロになっております。後ほど

の質問箇所でも質問もございましたが、こちらは令和３年度は育成不良により採取をしてお

りません。こちら、磯根の事業も行っておりません。その下、１０８ページの工事請負費、

繰越明許、３，２７９万の繰越し理由でございますが、こちらは向嶋の護岸の工事なんです

けれども、携帯電話の電波塔を建ててるところ、こちらの事業者の協議等に時間を要しまし
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たので繰越しをさせていただいております。１０９ページお願いします。磯根のアワビにつ

きましては、先ほどの水揚げ量で回答とさせていただきたいと思います。１１０ページお願

いします。太地町漁港機能増進事業支援業務委託なんですけれども、こちらは漁港内の船揚

場整備に係る業務の支援を委託するもので、内容につきましては、事業基本計画書の作成や

費用対効果の検証などを行うものとなっております。中間育成魚の購入なんですけれども、

こちらクエを２，２７０尾購入しております。稚貝稚魚につきましては、クロアワビ６，０

００個、メガイアワビ２，５００個、ナガレコ２万個、イセエビの放流を１３０キロ実施し

ております。地域捕鯨の決算書につきましては、また後ほどお渡しさせていただきたいと思

います。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  １０６ページ、鳥獣被害防止事業について質問いたします。まず、９月号の広報で有害獣、

シカ等の捕獲についてということで広報を出していただいております。これは、こういうこ

とをやりますよという報告というかお知らせだと思うんですけれども、これはこれでいいの

かなとは思うんですけれども、先ほど漁野議員が質問された捕獲頭数、そういう実績も合わ

せてここへ掲載したほうがいいのかなというように思います。こういう事業があって、こう

いう実績があがってますよと皆さんにお知らせできるんじゃないかなというように思います

ので、そこら辺は検討していただきたいと思います。また、被害対策としてこのような補助

金制度があるというお知らせも合わせてしたほうがいいのかなっていうように思います。そ

れともう１点、１８、負担金で防除ネットとか防止総合対策補助金というのがあるんですけ

れども、この補助金というのは国か県かよく分かりませんけれども、補助つきの事業じゃな

いかなというように思います。これ以外に、太地町として地域の実情を考えて、こういう対

策がもうちょっとできるんじゃないかなというようなことがあれば、町単独としてでも、や

はり補助金制度を設けて、皆さんに被害を最小限に留められるというようなことも考えたら

どうかなというように思うんですけれども、いかがですか。 

○議長（水谷育生君） 

  下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  広報につきましては、実績等皆様にお知らせできるように、今後進めていきたいと思いま

す。捕獲の補助等というところなんですけれども、こちら、現在につきましては、こちら資

格取得に係る部分があるんですけれども、捕獲頭数に増えるというところでは、今年度は大

型の捕獲檻を購入しておりまして、こちらご希望のところには、こちら無償で貸し出しもし
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ております。よく小型のアライグマとかのご相談いただいたときに、無償で小型の檻なんか

もお貸しできるんでと言うたら、ご存じない方もいらっしゃいますので、そのあたりも含め

て広報しっかりしていきたいと考えております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  漁野副町長。 

○副町長（漁野洋伸君） 

  今、海野議員言われたように、広報の充実はごもっともだと思われますので、そのような

形で進めていきたいと思います。それから、町単独の補助金制度なんですけど、シカとかサ

ルとかイノシシとか、かなり皆様に迷惑かけてる、こちらがかけてるわけじゃないんですけ

ども、被害被っているという話も聞きます。ただ、当町、密集地とかいろんなことで制約が

あるんですけれども、言われたことについて前向きに考えたいと思います。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  できれば、副町長も返事していただいたんですけど、やはり、農業委員会とか、後、畑を

つくってられる方の意見も聞きながら、やはり、檻も確かに必要なんです。貸し出しも必要

なんですけれども、やはり、自分の畑を守るというような制度の中で、何か網とか簡単なも

のでもいいんですけれども、そういうような補助制度を考えていただきたいなと、回答もい

ただいたので、それはそれで結構だと思うんですけど、私の考えとしてお伝えしときます。

以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  瀬戸産業建設課長。 

○産業建設課長（瀬戸睦史君） 

  先ほどの網を張ったりとか、畑に防護の用品を買う補助金制度が町の補助金で上限３万円

ですけどもあります。その辺もまた広報させていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。５番、久原君。 

○５番（久原拓美君） 

  海野議員がおっしゃった鳥獣被害の件なんですけれども、まちの中で飼い犬、小型犬じゃ

ないんですけれども、大型犬なんですけれども、サルによってけがさせられたという話も聞

いております。町内、高齢化、高齢者が多い中で犬がやられるぐらいなら高齢者にとっては

犬よりも抵抗できないんで、非常に危害加えられる可能性も出てくると思うんですよね。都
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会では、サル１匹出たら警察官やら役所の人間、消防の関係出てきて追いかけ回して退治し

てくれますけれども、我々のこんな田舎では、都会以外ではそういうことはやってもらえま

せん。特にサルについて、農業委員会でも話、私も農業委員会委員してますので、農業委員

会でも話したんですけれども、なかなか具体的に効果ある策というのが取れないという現状

なんで、いろんな関係の役所もあると思うんで、対策について、ぜひ研究して人に危害を与

えられないような対策を講じていただきたいなと思うんですけれども、今後の対策について

伺いたいと思います。 

○議長（水谷育生君） 

  下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  犬の被害の件、お伺いしております。そういう事例が近くのまちにでもあるのかという確

認をしたところ、なかなかそういう事例がないということでした。先日、他町の猟師さんに

お会いすることありまして、実はこういう事例があって、対策するにはどういう効果がある

んでしょうかというところで、もう大分人なれをしてる個体なのかも分からないので、もう

こちらが威嚇と言いますか、怖がらせて追い払うぐらいしかちょっと方法はないのかなとい

うふうなアドバイスをいただきました。なかなか、ちょっとその被害があった地域というか、

太地町がほぼほぼ鳥獣保護区というところで、対策しにくいところではございますが、本年

度囲い罠でサルの対応をしたもの、もうちょっといろいろ研究しながら検討しております。

なかなかちょっとよい方法というのが今は思いつかない状況ではあるんですけれども、いろ

いろ検討して進めていきたいと考えております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ５番、久原君。 

○５番（久原拓美君） 

  やはり、いろんな事故が起きてからでその対策するというのは遅くなってしまうので、事

前にもうそういう事例が予想されるので、積極的に役所でもそういう専門にやっているとこ

ろもあると思うので、それと、規制ですね、銃の規制、もう特定のそういう被害を及ぶ恐れ

のあるところは、今の銃の規制の緩和も働きかけていただいて、銃による規制も、サルは賢

いですから、なかなか近くまで、人間の近くまでは、駆除する人間の近くにはやってこない

んで、銃による規制緩和もぜひ働きかけて対策一生懸命頑張ってほしいなと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（水谷育生君） 

  下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 
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  前向きに検討させていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  １０７ページの中ほどにあるベンチの製作委託料なんですが、今年１３基、これはまだ今

後とも設置を続けるのか。後、これ原資は森林環境譲与税でしょうか。 

○議長（水谷育生君） 

  下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  原資のほうは、森林環境譲与税を充てております。基数につきましては、今後、森林環境

譲与税を活用して増やしていこうと考えております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  先ほど来、獣害対策が話題になっております。私、前に一般質問したことあるんですが、

太地の獣害対策は、これ里山の問題だと私は強く思ってます。その意見交換に何度も数年前

から県に通っております。森林環境譲与税の使途目的、今、基金に積み立て過ぎてるんじゃ

ないかって、隣の那智勝浦町は国から怒られましたけど、２０２４年から税金の徴収が始ま

りますから、本当の法の趣旨に従って有効活用しなさいというふうに国は強く言っておりま

す。私は、森林環境譲与税はベンチではなくて獣害対策、里山の整備に使うべきだと思って

おりますが、いかがでしょうか。 

○議長（水谷育生君） 

  瀬戸産業建設課長。 

○産業建設課長（瀬戸睦史君） 

  森林環境譲与税の額が太地町は約４０万ぐらい、積み立てもオーケーという話は聞いてお

ります。ただ、以前から紀州材ベンチをつくってというちょっと目的があったもんで、今は

そこのほうへ使わさせていただきます。これにつきましては、県とも協議した結果、この紀

州材のベンチを使ってやってもらうのも大丈夫ですという返事はいただいております。今後、

譲与税がどういう形になるか。その先行きを見込みながら、また、いろいろ考えたいと思い

ます。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 
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  獣害対策について、私、近隣のまちをヒアリングに歩きましたが、やはり、うまくいって

るところは、移住政策制度を活用して、例えば那智勝浦町の獣害のいわゆる追っ払い活動を

してる若者たち五、六人いますけど、あれ皆さん移住制度を使ってまちおこし協力隊員にな

ったりとか、集落支援員になったりとか、要は国、県のお金を使って獣害対策に移住者を活

用してるんですね。私は、やはり、昨日も移住政策について聞きましたが、活用できる部分

があるんだと思います。災害に弱いから、それはまだその機ではないというのは、僕は違う

と思います。もっと、日々困ってる、獣害で困ってる人たちに近隣のまちは、その移住者制

度を立派に使ってるわけですから、それを検討すべきだと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（水谷育生君） 

  漁野副町長。 

○副町長（漁野洋伸君） 

  鳥獣被害ということで、先ほど来からの議論交わされているんですけれども、当町におい

てもまちとして結構、以前と比べれば充実をしてると思うんですよ。今回、シカについても

二百数十頭ということで、以前は１００頭ぐらいやったですかね。いろいろ環境省の方にも

お願いしたりとかやっております。森岡さん言われたこと、重々分かるんですけれども、で

きることから一つずつやっていきたいなと思っております。今のところは、今現在やってい

るような形でやっておりますけれども、移住者どうのこうのというところまでは、今現在、

まちとしてそれを利活用してという形では今のところは考えが及んでいないところでありま

す。そういったことも含めて考えたいと思いますけれども、全体的に考えて、今現在、去年

より今年のほうがかなり頭数も捕獲しているということであります。先ほど久原議員言われ

たような形で、サルも危害加えるというようなことで本当危ないなと今聞いてて思ったんで

すけども、これについても担当課としっかり議論して協議を進めて、県とか聞きながら議論

進めてまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  先ほど、森岡議員が言うた、その森林環境譲与税というのはどういう税なんですか。それ

から、１０４ページの桑原の池廃止工事１，３００円、この下の繰越明許の桑原の池廃止工

事９６９万３，０００円の足らない分だという説明やったんやけど、こんなんまけてもらえ

ない、ほんまに。１，３００円やろう。何でまけてもらえやんの、これ。１，０００万の工

事で１，３００円まけてもらえやんのか、これ。民間やったら、こんなもんもうええやろう

って言うと思うで、僕。これは、１３０万とかいうなら分かるけど、１，３００円やたった

の。この辺ちょっと考え方聞いておきたいと思います。１０７ページのベンチ、橋本工務店
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さんに委託と、これ随意ですか、入札ですか、どっちですか。それから、荷捌施設の海産哺

乳類のキロ数と水揚げ金額を再度すいませんけどお願いします。それと、１０９ページの磯

根漁場再生事業委託料、ここにアワビというのがあるんですけども、稚貝稚魚放流事業助成

金、クロアワビとかここでもアワビが出てきたんですけど、この再生事業と放流事業の関係、

ちょっとこれ教えてほしいんですけど。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  １０７ページのほうから回答させていただきます。ベンチなんですけれども、こちらは３

者による入札となっております。荷捌施設なんですけれども、海産哺乳類、こちら６万２，

９９９キロ、３，１１９万５，６２２円となっております。こちらまた、資料をお渡しをさ

せていただきます。１０９ページの磯根漁場再生事業なんですけれども、こちらはアワビの

生育と言いますか、育つ環境づくりということで、こちらはヒロメを育つような事業をして

おります。目的としては、アワビが育つ環境づくりというような感じになっております。森

林環境譲与税なんですけれども、こちら干ばつや人材育成、担い手の確保、木材利用の促進

や普及活動等に充てることとされております。こちらは、町の森林の面積案分、後、人口案

分、林業就業案分によって算定されるものでございます。 

○議長（水谷育生君） 

  暫時休憩します。 

休憩 午前９時３６分 

 

再開 午前９時３６分 

○議長（水谷育生君） 

  再開します。執行総務課副課長。 

○総務課副課長（執行貴弘君） 

  森林環境譲与税なんですが、今現在、住民税の均等割に上乗せする形で東日本の復興をす

る特別税を徴収させていただいてるんですけど、それが終わった後に同額、森林環境譲与税

ということで徴収させていただくことになります。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  暫時休憩します。 

休憩 午前９時３７分 

 

再開 午前９時３７分 
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○議長（水谷育生君） 

  再開します。暫時休憩します。 

休憩 午前９時３８分 

 

再開 午前９時３９分 

○議長（水谷育生君） 

  再開します。下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  １０４ページなんですけど、桑原の池、変更に伴う差額ということで１，３００円なんで

すけれども、こちら設計変更というところで費用が増えたというところで、後、契約に基づ

いて施工していただいておりますので、その分はなかなか値引きというところは難しいもの

と考えております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  １，３００円の話なんですけど、そういう答弁しかできやんのかなと思うけど、ここへ出

てきやなんだら分からんのやから、値引きの交渉もしてくださいよ、こんなん。できやんの、

これ。契約に基づいてというから。民間やったら、絶対こんなもんまけてくれ言うたあると

思うで。これ１，３００円、何かいなと思うて、僕。こっちの１，０００万の工事やって、

普通考えられんで、こんなん。お役所仕事というか、その辺、気をつけて、このぐらいやっ

たらまけてもうてくださいよ。議会でも、僕言わいでもええんやから。１０９ページの一番

下の磯根漁場再生事業委託料、これアワビやなしにヒロメって書くべきやないですか。違う

んか、僕そう思うけど。これ、アワビを育てるのかなって僕思たあたからさ、環境整備でヒ

ロメやって言うから、ここヒロメにしといたほうがええように思うんやけど、その辺ちょっ

と。僕、感想なんですけど、森林環境譲与税、いつから集めるのか知らんけど、こういうの

を集める前に、メガソーラーやめてほしいと思うね、はっきり言うて。その２点かな。もう

１，３００円のことは答弁しにくかったらしなくていいですから。アワビとヒロメ、この辺、

ヒロメに替えたほうがええんじゃないかということだけちょっと答弁お願いします。 

○議長（水谷育生君） 

  下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  議員さんおっしゃられるように、こういう決算であがってきた、文章で見たら誤解を招く

こともあると思いますので、こちら名称につきましては、修正のほうで検討していきたいと
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思っております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  農林水産業費について質疑を終わります。次に、商工費について質疑を行います。１１１

ページから１１６ページです。質疑ありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  １１１ページの一番下の会計年度の任用職員の人数をお願いします、何名分なのか。それ

から、１１２ページの上から２番目の給料、これも何名分なのか。それから、１１２ページ

の報償費、商工観光推進員報償費、７万６，４２４円について説明をお願いします。それか

ら、燃料費ですね、需用費の、これは２９万７，４８８円の増ということで説明をお願いし

ます。それから、１１３ページの役務費の振動病検診手数料についての説明をお願いします。

それから、１１４ページの太地駅エレベーター保守点検ということで、令和３年度の車いす

の利用者、それから、公衆トイレ清掃委託料の、これ１か所なのか、内訳をお願いします。

それと１１５ページの防犯カメラリース料、一番上の防犯カメラリース料、それから、１１

０ページの１８節、太地町観光協会助成金、３０万５，０００円、決算書が令和２年度はな

いということだったんですけど、この令和３年度はどうなんですか。会員はどのぐらいいる

んですか。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  １１１ページ、会計年度任用職員の人数なんですけれども、こちら５名でございます。次

のページ、１１２ページなんですけれども、給与につきましては、職員３名分となっており

ます。商工観光推進員報償金なんですけれども、こちらはＪＲの観光列車、ウエストエキス

プレス銀河が太地駅に停車した際に、おもてなしの業務に従事していただいた方への報償金

となっております。後、燃料費なんですけれども、３７万７，３０１円、こちらなんですけ

れども、３年度で軽トラック、作業用の軽トラックを２台購入させていただいております。

こちらの燃料費にあたっております。それによる増でございます。１１３ページ、振動病検

診手数料なんですけれども、こちらは草刈り機等での作業を行っておりますので、新宮の木

材のところでの振動病の検診を作業員に受診をしてもらっている費用となっております。１

１４ページ、エレベーターの車いすの利用者数なんですけれども、こちらは８名となってお

ります。公衆トイレ清掃委託料の場所の内訳でございますが、太地駅、森浦の地蔵院、グリ
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ーンピアの跡地、捕鯨船前の公衆トイレとくじら館前の公衆トイレ、海水浴場、暖海公園、

郵便局裏の中浜のトイレと、後、東の浜のふれあい広場の公衆トイレ、清水墓、燈明崎公園、

中学校の体育館裏、ユース前の太地公園、梶取崎の園地、町民グラウンド、平見台園地、夏

山園地、道の駅の１８か所となっております。１１５ページ、防犯カメラリース料なんです

けれども、こちらは太地駅の公衆トイレ入り口に設置をしております。１１６ページ、観光

協会助成金、令和３年度の決算につきましてはできておりますので、また後ほどお渡しさせ

ていただきたいと思います。後、観光協会の会員数なんですけれども、現在はゼロとなって

おります。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  まず、１１１ページの１８、負担金補助及び交付金です。公設市場負担金、３９万６，０

００円、これは、昨年度よりも３万５，０００円増額、金額としてはそんなに大きな金額で

はないんですけれども、負担金が上がったということは経営状態が悪いのかどうなのかとい

うことをお聞きしたいと思います。これに、公設市場を利用している太地の業者は何業者あ

るのかということをお聞きしたいと思います。そして、１１３ページなんですけれども、先

ほど下津副課長のほうから公衆便所のことが回答されたと思うんですけど、ちょっと分かり

づらかったのでもう一度僕は聞かせていただきたいと思うんですけれども、まず、１１３ペ

ージ、１２の委託料、公衆便所管理委託料、５４万３，６００円、これはどこの公衆便所で

誰が、個人なのか、業者なのかよく分かりませんので、どこが管理しているのかということ

をお聞きしたい。また、委託料について、住民福祉課のとこでも聞いたんですけれども、清

水墓で４２万７，４００円、地蔵院で４２万円、ここで５４万３，６００円と管理委託料が

ばらばらなんです。件数が多いのかどうか分かりません。ここら辺をちょっと教えていただ

きたいと思います。それと、１１４ページにも、今度は公衆トイレ清掃管理料となってます。

ほかのところは公衆便所管理委託料なんですけれども、これ何か意味があるのか、公衆トイ

レ清掃委託料と、同じであればこれも７８万５，９５０円ということで、トイレ掃除管理委

託料、値段が違うんです。件数の違いもあるのかどうか分かりませんけれども、そこら辺も

教えていただきたい。また、どこが管理してるのかということをお聞きしたいと思います。

以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  １１１ページの公設市場負担金でございますが、こちらは職員の方が退職者がいたという
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ことで、退職金特別手当償還金に返還が必要となったというところでの負担金の増となって

おります。町内の利用事業所数なんですけれども、１事業所となっております。１１３ペー

ジなんですけれども、こちらの公衆便所管理委託料でございますが、こちら箇所が２か所ご

ざいます。１か所が夏山の公衆トイレで、こちら町民の方にお願いをしております。こちら、

額のほうは４２万円でお願いをしております。もう１か所のほうが、駅の公衆トイレなんで

すけれども、こちらは七彩会のほうにお願いしております。こちら、令和３年度の実績とし

まして、１２万３，６００円を支出しております。こちらの価格と言いますか、お願いして

いる委託料の考え方なんですけれども、１日当たり１，２００円というお約束でしていただ

いております。こちらは、駅舎の案内所の会計任用の者が常に清掃はしてるんですけれども、

公休日にあたっていただいておりますので、週２回となっております。後、１１４ページの

公衆トイレ清掃委託なんですけれども、こちらは年に一度大がかりな清掃をお願いしてるも

のです。天井とか、ふだんなかなか手を入れれない部分もお願いしているものであります。

こちらは入札を行っておりまして、３者で事業所を決めております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  大体分かったんですけれども、公衆トイレ清掃委託料、７８万５，９５０円、これ１年に

１回やるということなんですけれども、日ごろの掃除でできないということですかね。とい

うのは、本当に役場庁舎を１年１回か２回やってますよね、ああいう感じでやってもらう、

そういう清掃業者にやってもらうということですね。 

○議長（水谷育生君） 

  瀬戸産業建設課長。 

○産業建設課長（瀬戸睦史君） 

  今、海野議員言われたとおりで、天井の隅とかいろんなところ、手の届かないところもい

ろいろありますので、年に１回そういうところの清掃をしていただくということで、年に１

回こういう業務を行っております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  １１２ページの備考、観光費ですね、上から２番目の一般職の給与、これが予算よりも大

幅に増えている、人員増だとは思うんですが、もう一回確認したいと思います。それから、

１１５ページ、備考の上から４行目ぐらい、梶取崎公園の公衆トイレ浄化槽修繕工事、これ

はどういう工事をやったのか教えてください。以上です。 
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○議長（水谷育生君） 

  下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  職員給与につきましては、人事異動による増となっております。１１５ページなんですけ

れども、梶取崎園地公衆トイレ浄化槽修繕工事なんですけれども、こちら浄化槽に亀裂が入

ったことによる漏水で、そちらのほうの修繕となっております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  １１２ページの給与、人員増というのは、当初予算の何名から何名に増えたのか教えてく

ださい。 

○議長（水谷育生君） 

  下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  ２名から３名となっております。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  １１２ページの商工観光推進員報償費なんですけども、これウエストエキスプレス銀河な

のかな、おもてなしをするのだということですが、どういうおもてなししとるんですか。そ

れと、観光協会の助成金の３０万５，０００円、これ決算書見たら分かると思うんですけど、

これ一体何に使ってるんですか。その２点。 

○議長（水谷育生君） 

  下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  １１２ページ、商工観光推進員なんですけれども、こちらウエストエキスプレス銀河到着

時に、ホームでのお出迎え、後、駅舎の２階部分を利用いたしまして、まちの観光ＰＲ、こ

れ映像を使ってのやつなんですけれども、そういうところでの乗客との交流、後、太地町内

のそういう物販を行っております。後、観光協会の助成金の使用なんですけれども、こちら

観光協会名であげているホームページの管理等に使用しております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（水谷育生君） 

  商工費について、質疑を終わります。次に、土木費について質疑を行います。１１６ペー

ジから１２４ページです。質疑ありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  １１７ページの会計年度任用職員の何名分なのかということと、１１９ページの報酬、会

計年度何名分、１２０ページの委託料、トンネル点検業務委託料、１，１０７万４，８００

円、これ全トンネルを点検したんだと思うんですけども、結果はどうやったんですか。それ

から、１２１ページの備考欄の一番上、太地町路面性状調査というんですか、５６万２，１

００円の説明をお願いします。それと、１６節の土地購入費、２１節の建物補償費、それか

ら、急傾斜地の、１２２ページの県事業負担金、３０万の説明をお願いします。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  井上産業建設課主査。 

○産業建設課主査（井上正哉君） 

  １１７ページお願いいたします。こちらの報酬の会計年度任用職員ですけども、こちら、

当初２名分でとっておりましたが、６月に１名退職されましたので、最終は１名ということ

になります。続きまして、１１９ページの会計年度任用職員の人数なんですけども、こちら

２名となっております。１２０ページのトンネル点検委託料なんですけども、こちら町内９

か所のトンネル点検実施させていただいております。結果のほうは、修繕すぐ必要というこ

とにはなっておりませんけども、一応、通行止め等の対策等はうってるとこがありまして、

その辺も加味して結果のほうすぐに直さないでいいという結果となっております。１２１ペ

ージの路面性状調査なんですけども、こちら舗装の維持管理を適切に行うために、路面の状

態、ひび割れとか、轍掘れ等を調査しまして、そういう調査をさせていただきました。今回

は、４．２キロ、常渡線と町なかで舗装させていただいた本浦、燈明崎１号線、２号線とか、

その辺をさせていただきました。１２１ページの土地購入費ですけども、こちら汐入地区の

道路拡幅工事を今年度させていただくんですけれども、そちらに係る土地購入となっており

まして、２筆なっております。その下の建物補償費なんですけども、ただいま説明させてい

ただきました土地購入費の１筆に住宅建っておりまして、そちらの建物補償費となっており

ます。１２２ページお願いいたします。こちら県事業費の補助金、事業負担金の３０万です

けども、こちら議員さんおっしゃるとおり、小規模土砂災害対策事業負担金として、楠木谷

の向井清六様の宅下の法面を県事業として施工いただいておりまして、それの負担金となっ

ております。負担率は１０％となっております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。５番、久原君。 
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○５番（久原拓美君） 

  公共下水道、一番最後のページなんですけど、公共下水道に３，４００万の繰り出しされ

ております。これは、まち全体から見たら、下の東から暖海地区にかけて公共下水入ってる

と思うんですけれども、大ざっぱに考えて約半分の世帯がまちの半分の世帯がこれに恩恵被

ってると思うんです、下水道に、公共下水道に。片や残りの半分は合併浄化槽及び単独浄化

槽で賄っております。毎年、毎年、公共下水道に出して、３，４００万円近くの繰り出し、

税金からしてるわけですけれども、ほかのところとの公平性、単独浄化槽でしてる人と公共

下水道使っている人との負担の公平性から考えたら、今の合併浄化槽をどんどん進めていか

なきゃいけないわけですけれども、それに対しての補助はまちとしてありますけれども、も

うちょっと補助率を上げてあげてもいいんじゃないかな、公平性から考えてと考えるんです

けれども、まちの考え方聞いておきたいと思います。 

○議長（水谷育生君） 

  暫時休憩します。 

休憩 午前１０時０７分 

 

再開 午前１０時０８分 

○議長（水谷育生君） 

  再開します。漁野副町長。 

○副町長（漁野洋伸君） 

  今、久原議員言われた公共下水道に関することなんですけど、これは昭和４４年から観光

立地を目指して、多分そうだと思うんですけど、目指した上で常渡地区からやり始めたとい

うことで、当然、その５０数年まちのインフラ整備とか、水質保全とか、環境保全にかなり、

多大な貢献、公共下水道してると思うんですよ。その負担についても議論ずっとされてきた

ところだと思います。結局、公共下水道全体で恩恵を受けていないということなんですけれ

ども、今回その３，４００万円余りの繰出金あるんですけれど、今回あそこで本浦終末処理

場で工事があったもんで、昨年は１，８００万円程度ということで、かなり下がってきてる

んですね。これは、職員というか、議員さんの理解の上で削減、経費削減ということで今や

っておるところであります。まちに多大な貢献してるんですけれども、今言われた合併処理

浄化槽の補助金につきましては、国、県、町ということで負担割合で大体通常だったらまち

で３３万２，０００円とかというのあるんですけど、これについて、また議論を深めて、こ

ういう提案いただきましたので、ちょっと考えさせてください。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 
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○１番（漁野尚登君） 

  １２１ページの太地町路面性状調査、これの結果はどうやったのか。それだけちょっと聞

いておきたいと思います。 

○議長（水谷育生君） 

  井上産業建設課主査。 

○産業建設課主査（井上正哉君） 

  結果なんですけども、経年等もありまして、補修の必要があるということで、今年度、補

助金を活用しまして予算計上させていただいておりまして、事業させていただく予定でご

ざいます。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  今、久原議員の質問で副町長が回答されたんですけれども、今後検討ということでしたの

で、一つお願いしときたいのが、今、平見で古い住宅は単独浄化槽だと思うんですね。森岡

議員もしきりに海の環境ということで言われてます。それで、今、単独浄化槽をされている

方で、合併浄化槽に変えたいよというようなことがあったときに、それも補助として認めら

れるような考え方もちょっと持っといて、検討していただきたいというように思います。 

○議長（水谷育生君） 

  前田住民福祉課長。 

○住民福祉課長（前田かなみ君） 

  今、海野議員さん言われたことでございますが、その件につきましても補助金の対象にな

ってございますので。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  分かりました。それやったら、久原議員が言うように、町の負担増をお願いしときたいと

いうように思います。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  漁野副町長。 

○副町長（漁野洋伸君） 

  検討させていただきます。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 



－ 91 － 

 

○２番（森岡茂夫君） 

  １２１ページ、補償補填及び賠償金のところの水道管移設等補償費、これの中身を教えて

ください。 

○議長（水谷育生君） 

  井上産業建設課主査。 

○産業建設課主査（井上正哉君） 

  １２１ページの水道管移設等補償費なんですけども、こちら１４節の工事請負費の安ケ平

見道路改良工事あるんですけども、そちらの工事の際に水道の引き込みが工事に影響出てき

ておりまして、それの移設補償として支払っております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  今、私議員になってから、大型工事が相次いでおりますね。今も鯨類研究所で、これから

もますます大型車両が入ってくるというか、後、市場のそばで県の工事がやっております。

上水道、下水道管がその大型車両に耐えられるかどうかというのは、この時期、やはり、か

なり慎重に見極めておくべきだと私は思っております。その辺いかがでしょうか。 

○議長（水谷育生君） 

  井上産業建設課主査。 

○産業建設課主査（井上正哉君） 

  町道等の施工に、道路計画するときに、それぞれ道路交通量に応じた舗装が設計されてお

りまして、そちらである程度の加重受けられてるのと、上水道、下水道も道路の加重に影響

受けない範囲で埋設、深さが基準上ありますので、その辺もクリアされてると思いますけど

も、議員さんおっしゃること、大型車両の通行が計画、もともとされてない道路でそういう

ことがあるかもしれませんので、状態を確認しながら事業進捗していきたいと思います。以

上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  土木費について、質疑を終わります。暫時休憩します。１０時３０分より再開します。 

休憩 午前１０時１５分 

 

再開 午前１０時３０分 
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○議長（水谷育生君） 

  再開します。次に、消防費について、質疑を行います。１２４ページから１３１ページで

す。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  １２５ページの需用費の救急隊装備品等購入費、１０３万４，２２０円ですか、説明をお

願いします。それから、非常勤の令和３年度の消防団員数をお願いします。１２９ページの

需用費の備蓄品購入費の説明をお願いします。それから、１３０ページの備考欄の上から３

番目、事前復興説明会資料作成業務委託料、これは３５７万６，１００円と、すごい金額や

なと思うんですけども、これ延べ何人の町民が参加したのか教えてください。それから、備

品購入費の防災ボックス、これは１個分ですか。それと、炊出し器一式、これは令和２年度

と同じものなのか。それから、衛星携帯電話、これは一つあったように思うんですけど、１

台追加ということでしょうか。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  山下会計管理者。 

○会計管理者（山下真一君） 

  まず、１２５ページの真ん中の救急隊装備品のコロナ対策の分なんですけども、これ救急

隊が使用する例えばゴーグルであったり、マスクや、救急隊、服を頻繁に洗うことになりま

して、服を購入させていただきました。その費用も、上下だと例えば５９万ぐらいかかりま

したし、ということで金額１００万ほどいただいております。団員数、令和４年１月１日時

点なんですけど１２６人でございます。１２９ページの備蓄品なんですけども、ここで缶入

りの保存パン、これを３０８個購入しました。後、災害用のマット５０枚、それから、トイ

レする分、それをサポートするもので２１６箱、凝固剤のようなものを買わせていただいた

のと、後、仕切りでプライベートルームというのがあるんですけども、それを型違うので一

応１５入れさせていただきました。後、アルファ米を２８箱購入しております。１３０ペー

ジの事前復興計画の延べ人数なんですけど、１０１人参加いただきました。それから、その

下にある防災ボックスの数なんですけども、これ駅舎の全面というんですか、前と後ろとい

うんですか、二つつけておりまして、２か所ということになっております。それから炊出し

器は、前年度と同じものを購入しております。衛星携帯電話なんですけども、前回、まず１

個でスタートしたんですけど、この令和３年度で二つ追加しております。計３台ということ

になってございます。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 



－ 93 － 

 

  直接決算には関係ないんですけれども、一般質問するほどではないので、ここで聞きたい

と思います。副町長に質問します。私、以前、救急救命士の要望で一般質問いたしました。

そのときには、町長は広域でというような話をされましたね。その後、今現在どのような場

で広域の話し合いが行われているのか。また、何回ぐらいそういう救急の話題の話をされた

のか、分かれば教えてください。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  漁野副町長。 

○副町長（漁野洋伸君） 

  以前、海野議員からのご質問で町長答えたと思うんですけども、広域化について。今回、

新宮市立医療センターの件で産科の問題ありましたよね。それで、町村長が集まる機会が数

回あったと思うんです。町長、それに参加しております、出席しております。その中で、救

急、消防広域化についても考えればというようなことで提案したと思う、そのように言って

ました。それで私が聞いているのは、そこではある市長、ある市長と言っても分かるんです

けど、了解しましたということで前向きに検討をさせてくださいというようなことの返事は

いただいているみたいなんですよ。私も海野議員言ってたなって形で、この前、副市町村長

会というのがあるんですけども、その中で議題ではないんですけど、個人的にはどうですか

というようなことで、何とかやりたい旨を、進めたい旨を言っておりました。今のところ以

上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  ありがとうございます。住民の生命のためにも、やはり、そういう話を機会を設けてお願

いしていただきたいということと、後、職員の勤務体制、その中でやはり救急体制というの

はちょっと負担じゃないかなというような気がしますので、そこら辺もできるだけ早急に解

決がつくようにお願いしておきたいと思います。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  消防費について、質疑を終わります。次に、教育費について、質疑を行います。１３１ペ

ージから１５４ページです。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  １３２ページ、備考欄の一番上の報酬、何名分なのかということと、７節の報償費、カウ
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ンセリング報償費、これ田辺工業の先生だということだったんですけど、５万３，２８０円

の減ということで説明をお願いします。それから、１３３ページの清涼庵の修繕費について、

説明をお願いします。ここ、結構というか物すごい古いと思うんですけど、建て替えとか考

えてあるんかなと思うんですけど、その辺も聞いておきたいと思います。それから、総務費

の中の草刈費用６万５，２２０円、子供を守るボランティア保険手数料というのがなくなっ

てあるんですけども、その理由をお願いします。１３４ページの委託料、小・中学校学習用

端末保守委託料、太地小学校移転に伴う概略設計業務委託料というんですか、８２万５，０

００円、砂場衛生管理委託料が、これもなくなってあるんですけど、説明をお願いします。

１８節に太地町育英会補助金、１５０万もなくなってあるんで説明をお願いします。小学校

費、１３５ページ、１年生から６年生の人数をお願いします、令和３年度の。報酬、何名分

なのか。どういう方たちなのかということも聞いておきたいと思います。それから、１３７

ページの一番上、校舎校具等維持管理費、それから、１３８ページの委託料の太陽光パネル

保守点検委託料、これつけてから何年になるのか。それから、耐用年数はどのぐらいなのか。

それから、ＭＡＤＥ ＩＮはどこなのか教えといてください。理科室薬品等処分委託料、ほ

てから、１３節の卒業遠足バス借上料というのがなくなってるんですけども、それから、工

事請負費の屋上外壁欠落改修工事、９３万５，０００円。今度は中学校ですか、中学校の学

年別の人数をお願いします。それから、１４０ページの中学校の報酬、これ何名分なのかと

いうことと、報償費の歯ブラシ指導講師費というんですか、歯ブラッシングというのかな、

なくなったある理由をお願いします。１４１ページの需用費の一番下、校舎校具等維持修理

費、これは１４１ページのテレビの受信料ですね、１１万８，６３４円の増ということで、

説明をお願いします。１４２ページの委託料、工事設計監理委託料、これは１４３ページの

トイレ改修工事とキュービクル建屋取替工事の関係でしょうか。１４７ページの上から２番

目の文化講演会講師謝金、１０万円。それから、１４８ページの上から２番目の維持管理費、

１４９ページの工事請負費、外壁修繕工事、玄関屋根防水修繕工事、カーテン取付工事、そ

の下の備品購入費。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  宇佐川教育長。 

○教育長（宇佐川彰男君） 

  １３４ページの太地小学校移転に伴う概略設計業務委託料の件についてお答えをします。

前々からいろんな皆さんの要望や保護者の要望を踏まえて、太地中学校、小学校を移転した

いという思いがずっと持っとるんですが、どのぐらいの金額かかるんかということと、それ

から、小中一緒に義務教育学校にしたらどうなるんかという、いろんなことを知りたいとい

うことで設計一応してもらいました。その結果、この設計料ということです。町長といろい
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ろ今相談をしやるんですが、今の鯨研を建ててるということもあって、今後、町の財政を考

えながら移転については総合的に判断しようかなというふうに考えている。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  漁野教育委員会次長。 

○教育次長（漁野文俊君） 

  １３２ページ、教育委員会事務局の報酬ですけれども、２名分です。カウンセリングの報

酬なんですけれども、主に回数が減ったというのもあるんですけれども、旅費相当額もこち

らで前年度は支払ったと思うんですけど、それを１８節に分けて支払った関係で、その分が

こちらのほうが減額になっております。１３３ページで、子供を守るボランティアが予算計

上されてないということなんですけれども、活動が行われなかった、コロナの関係でちょっ

と活動が縮小してあった件で、これから先もちょっと何件かそういうのが出てくるんですけ

ども、そういう影響を受けております。１３４ページの小中学校学習用端末なんですけれど

も、ＧＩＧＡスクールで購入しましたタブレットの保守の委託料でございます。砂場の衛生

費がないわけなんですけれども、これ学童保育所の砂場を衛生費を取ってあったんですけど、

砂場をなくした関係でありませんでした。また、育英会は２号補正であげてあったように、

毎回、寄附されて支払っているわけじゃなくて、寄附があったときに計上してあります。令

和３年度におきましては、出納閉鎖ぎりぎりのタイミングだったので、令和３年度で払えな

くて、昨日の一般会計の補正予算のほうで計上させてもらってますので、来年度にまたあが

ってくると思います。１３５ページの小学校の児童数です。１年生が１９名、２年生が１４

名、３年生が２０名、４年生が１４名、５年生が５名、６年生が１７名、支援学級が１２名

の計８９名です。１３５ページの小学校の会計年度は人数５名でございます。内訳なんです

けれども、町の支援員さんが２人、給食調理員さんが２人、用務員さんが１人でございます。

１３７ページの小学校の維持修理費でございますけれども、大きなものではなくて、細々し

たものの積み上げということなので、そういうことでご理解していただきたいと思います。

１３８ページの太陽光パネルなんですけれども、質問を想定してなくて資料を持ち合わせて

おりませんので、後ほど調べたいと思います。１３８ページの理科室の薬品等なんですけれ

ども、理科の実験に使ってました昭和時代からの薬品がございまして、それが普通に処分、

ごみとして出すことができないんで、特別な業者に処分を委託してある分の費用でございま

す。卒業旅行のバスがないという理由なんですけど、実施しなかったということ。屋上外壁

欠落という工事なんですけども、職員室の側に階段の棟屋があります、階段に使ってある棟

があって、それが、幸いにも屋根のほうに向かって壁が剥がれ落ちてきてたんで、幸いと言

いますか、子供たちが通るところには落ちなくって、屋根と棟屋があって、こっちの屋根の

部分に落ちてたのがあったので、それがひどくなる前に改修工事をさせていただいた部分で
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ございます。壁の塗装してある部分が経年劣化して落ちてきてたので、壁自体が壊れたわけ

じゃなくて、塗装の剥がれというふうにご理解していただきたいと思います。１４０ページ

の中学校の生徒数ですけれども、１年生７名、２年生１５名、３年生１０名、支援学級２名、

これが４月現在でございます。支援学級２名は、内数ですので、合計３２名になります。１

４０ページの中学校の報酬なんですけど、３名でございます。こちらは用務員１名と給食調

理員２名でございます。歯ブラッシング指導がないわけなんですけども、これもまたコロナ

関係の影響で事業をしなかったという。１４１ページの修理につきましては、これは中学校

は雷被害を毎回受けてます。そのために、チャイムであるとか、火災通報装置だとか壊され

てまして、その分の費用になってます、修理代になってます。テレビの受信料なんですけど

も、モニターを買った関係かなというふうに思ってます、授業用で。１４２ページの工事の

監理なんですけども、９０万ということで、大体工事費の１０％ぐらいを見込んでますので、

１４３ページのトイレ改修とキュービクル建屋工事の分というふうに推測します。ちょっと

飛びまして、１４８ページ、公民館の維持管理費ですけども、こちらをいろいろ細々した修

理が必要になった場合に使ったもので、大きなものは工事のほうにあげさせてもらってます

ので、その都度工事ということでご理解していただきたいと思います。１４９ページの外壁

修理なんですけども、これも塗装等の剥がれとかがございまして、公民館で言うと正面から

見て左側の西側の壁を修理させていただきました。玄関の屋根の防水修繕なんですけれども、

こちらは公民館のまさしく玄関が雨漏れしてて、風除室が漏れてたのを改修によって被害を

防ぐことができております。カーテンの取付けは、これは大集会室のカーテンを取り付けて

おります。備品購入なんですけれども、こちらのほうは、会議室の机といすを購入しており

ます。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  櫻井教育委員会主幹。 

○教育委員会主幹（櫻井敬人君） 

  私のほうから、１３３ページ、教職員住宅（清涼庵）修繕費の説明をさせていただきます。

やはり、相当古くなってきましたので、いろいろなところ修繕しているんですけれども、一

遍にできませんので、例えば今年度にも外壁塗装、屋根の塗装なんかも含めて、これも複数

年にわたって修理しております。それから、令和３年度に関して大きかったのは、あそこは

２部屋入ってるんですけども、一つの部屋のほうのふすまの張り替えとか、お風呂場の水回

りとか、そういうのが、それから、床の張り替えなどが大きかったと思います。草刈費用で

すけども、こちらは史跡の草刈りが充たっています。例えば、高塚とか、それからリュウビ

ンタイのところ、それから漂流人紀念碑、これらです。１４７ページ、文化講演会講師謝金、

これは公民館で開催されたもので、この年には実は国民文化祭というのをやっていたんです
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けれども、美術史を研究している佐藤麻衣氏をお招きして、海を超える紀州、石垣記念館３

０周年の企画展をやっていましたので、石垣栄太郎をはじめとするニューヨークで活動して

いた、アメリカで活動した日本人の活動について講演していただきました。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  漁野議員、答弁漏れありませんか。 

○１番（漁野尚登君） 

  教職員、清涼庵の建て替えは考えてないん。 

○議長（水谷育生君） 

  漁野教育委員会次長。 

○教育次長（漁野文俊君） 

  せっかく修理させていただいたので、当分の間は建て替え考えてません。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  １３２ページの報酬なんですけれども、会計年度任用職員、２９９万円。これ、昨年は恐

らく２名で３８６万１，５９６円だったと思うんですけれども、これ人数が減ったのか、そ

れともその報酬が安くなったのか。それと、この会計年度任用職員はどのような業務をされ

ているのかということを聞きたいと思います。それと、１３４ページ、先ほど教育長のほう

から説明があったんですけれども、太地小学校移転に伴う概略設計業務委託料と、やっぱり

教育委員会としても小学校の移転ということを考えられていたのかなとは思うんですけれど

も、ただ、町長との話の中で、国際鯨類研究所が建設されるのでしばらく待ちたいというよ

うな話だと今お聞きしたんですけど、じゃあ、この設計業務委託料は設計業務していただい

て設計したものが生きられないんじゃないかな、年数がたってしまって。だから、まず、こ

れをする前にそういう話を詰められたほうがよかったんじゃないかなということがまず１点。

それと、国際鯨類研究所の建設に関しては、いろいろ議論されて建設費も高いというような

話、住民の負担はどうかという話の中で、町長はじめ副町長のほうは住民の負担にならない

ような形で家賃に相当するようなお金をもらうというような話ですので、一時的には鯨類研

究所にはお金は要るけれども、町からの持ち出しはないというように私は理解してます。だ

から、これをやはり進めるべきじゃないかな、子供の安全、また、役場がそちらのほうへ移

転ができるという利点のほうが大きいような気がするんですけれども、そこら辺はいかがで

しょうか。２点です。 

○議長（水谷育生君） 

  宇佐川教育長。 
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○教育長（宇佐川彰男君） 

  教育委員会としては、前々から言ってますように、なるべく早く子供の安全も含めて移転

をしたいという考えは持ってます。そのための、どのぐらいかかるのか、現在、中学校の校

舎とどういうふうな並行して使えるのかということも含めながら検討したんです。最終的に

は、先ほど言いましたように、財政当局との絡みが一番大きくなってきますので、その点に

ついては、これから論議を進めていきたいと考えております。 

○議長（水谷育生君） 

  漁野教育委員会次長。 

○教育次長（漁野文俊君） 

  １３２ページの会計年度任用職員の職種の内訳なんですけれども、指導主事１名とバスの

運転手１名でございます。指導主事が週５日勤務から週３日勤務に勤務日が減ったというこ

とで、総額が減っております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  教育委員会のほうからは、やはり、安全性を考えて建てたいというような話がありました。

やっぱり、町としてもそれを受け入れて財政的にはちょっと負担になるかも分かりませんけ

れども、やはり、これは本当に僕は借入しても必要な事業じゃないかなというように思うの

で、そこら辺、今後、財政としても考えていただきたいなというように思います。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  １３４ページの小学校移転に伴う設計料、これが私ちょっとよく分からないですね。移転

した場合、どれぐらいかかるかということを概算を出してもらうということを予算のときに

も答弁されたんですが、私は、まず、移転するにあたって、例えば今ある中学校の校舎をう

まく活用しながらやっていくだとか、いろんな方法があるんだと思うんですね。そうではな

くて、この概略設計というのは、もし絵を描いてしまったら往々にしてそれが一人歩きして

しまう可能性があると。例えば、お隣のまちは小学校だったか、中学校の建て替えのときに、

学校が独自に特別委員会をつくって、町長は一委員として委員会に参加して、１年も２年も

かけて議論をしたというふうに聞いております。だから、絵を描くというのは、とてもある

意味怖いことになってしまうので、やはり、もし費用を使うんであれば、そういうあるべき

姿、今あるものを活かす、そういうものに、そうするにはどうしたらいいかとか、そういう

ふうに、そっちのほうにお金を使うべきではないかと思いますので、ご答弁をお願いします。
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それから、たびたび公民館費用だとか、小中学校の外壁塗装の件が出てきますね。これ、私

は一級建築士として、実はこの海辺のまちの塗装工事、補修工事というのは、物すごい重要

だと思っております。鉄筋コンクリートの寿命を伸ばすには、一義的には塗装を強化するし

かないんですよ。見積もり取ってみたら分かるんですけど、塗装ほど値段の違うものはない

です。松・竹・梅、もう２倍、３倍違います。例えば、一番高い松にあたるのは、例えばフ

ッ素系の塗装だとか、その辺のところを仕様書をきっちり確定する、入札をやると塗装業者

はどうしても松・竹・梅の安いほうの費用で出てきます。要は、性能比較をしないままにお

金で決めてしまうというのが、かえって建物の寿命を短くしてしまいます。こことはもう関

係ないんですが、今、消防署を見てみてください。もう塗装がこんなになってます。あれは、

この塩分を含んだ雨がコンクリートの中に入ってって、鉄筋を中性化してしまって寿命が一

気に落ちます。本当に一気に落ちます。だから、ぜひ仕様書もきちっと検討しながら発注を

していただきたい、それをやってるかどうかというのを教えてください。それから、１３５

ページの備考欄の一番上、招致外国青年報酬というところがありますが、これ予算のときに

は招致外国青年報酬と、後もう一つ、特別非常勤講師と二本立てになってたと思うんですが、

その足し算すると今回の使った費用はちょっと少ないように思いますので、それがどうなっ

たのか教えてください。 

  それから、１３８ページの使用料及び賃借料のところで、社会見学バス、それから遠足の

バスが実行できなかったから費用はかからなかったということ、これ代替活動ですね、これ

やっぱり教育目的でやってることですから、これこそウィズコロナでもう既にコロナ始まっ

て３年たってますから、ぜひ知恵を働かせて代替の教育活動というものを検討したのかどう

かということを教えてほしいと思います。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  宇佐川教育長。 

○教育長（宇佐川彰男君） 

  森岡議員がおっしゃるとおりでして、そういうことも踏まえながら、予算要求して設計一

応書いてもらったんですが、私が一番危惧したのは、義務教育学校にしたいという思いがあ

って、幾つかこの理想は持っとったんですが、和歌山県で初めて義務教育学校にしたのが伏

虎中学校を中心にした和歌山市内で小中一貫の学校をつくったんですが、そこら辺の絡みも

含めて非常に人気が悪いんです、保護者やとか、教職員から。そのこともあって、ぜひ伏虎

中学校を建設した和歌山市教委の担当者にもいろいろ話を聞いたんですが、やっぱり義務教

育学校というのは、文科省は半分補助金出すというて言うとるんですけども、実際、やり出

したらなかなか半分も出ませんよ、と言うて、話を教えてもらったんですね。いろんなこと

もあって、これは今のままではあかんなということで、いろいろ検討する材料に設計をして
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もらったということです。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  漁野教育委員会次長。 

○教育次長（漁野文俊君） 

  その工事の入札のときの材料の件なんですけれども、それも多分入れてやってるとは思い

ます。考慮して予算計上してあると思います。１３５ページの招致外国青年なんですけれど

も、ＪＥＴと言いまして、大きな組織から派遣されてきた外国青年が７月で任期満了になり

ました。８月は夏休みでいなかったんですけれども、９月から独自にこちらでＪＥＴに頼ら

ない人を雇おうということで会計年度任用職員で計画してあったんですけれども、実際、始

まる段階で体調不良になって、ちょっと勤務できないと言われたんで勤務してません。そう

いう形で予算が使われなかったということです。バスの費用がない件なんですけれども、こ

れもコロナ禍で何とか一生に一度しかない子供たちの学年を何とか有意義に過ごしていただ

こうとして、実施時期を見ながらコロナの感染数が減った段階でやろうということを検討し

ながらやってたんですけれども、うまく当てはまらなくなって、結局、修学旅行とかも、結

局、新宮、東牟婁郡から出ることができなくなって、太地町内でシーカヤック体験とかさせ

てもらって、そういうので代替させてもらったということなんです。こちらのほうとしても、

小学校も中学校もなるべく実施したいという意思はあったんですけれども、感染対策を優先

したということで。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  宇佐川教育長。 

○教育長（宇佐川彰男君） 

  今の次長のほうから代替について話あったんですが、小学校の卒業遠足は北山との交流が

今後やろうということで、両方の教育委員会が合意に達しまして、現在もこの前、今年はも

う行っとったんです。去年、ジャバラの収穫体験というのをやらせていただいたりしながら、

いろいろ代替は考えております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  私が小学校の移転に関して検討の材料の一つして提案した小中一貫校というのもあります

けど、ただ、今教育長が答えられたのはいわゆる義務教育としての小中一貫校のお話、伏虎

中学校やなんか。それとは別に、例えば色川小中学校みたいに小中一貫校ではないけど一つ

の器でやっている。確か、北山もそうだったように思うんですけど、そうすることによって、

やはり、こういう人口減少下における、少子化における公共建築の在り方を考えるときに、
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余り別個の今までの形式にこだわって別々の公共施設を建てていくんではなくて、例えば小

中学校の場合は、北山だとか色川のように一体化するというのも一つの大きな手段ではない

か、知恵ではないかと思います。そうすることによって、いわゆる学校が統合されてしまう

のを防ぐとか、太地の場合はあり得ないですけど、それを私は申し上げてるんですが、いか

がでしょうか。 

○議長（水谷育生君） 

  宇佐川教育長。 

○教育長（宇佐川彰男君） 

  そのことも頭に入れながら、現在の建設予定地としたら中学校かなというふうに思ってま

して、そこら辺も合わせてこれから検討したいと考えております。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  これ非常に専門的な話になるんですが、国のほうは今ある既存の公共施設を利活用しなさ

いということで、相当積極的に働きかけております。先立っても学校校舎を役場に転用した

ところを視察させていただきました。その後、県、国に問い合わせをしたら、今、建築基準

法上、例えば中学校は今鉄筋コンクリートですね。もし、これから小学校を高台移転しよう

とする、中学校のところへ併合しようとした場合に、今までだったら鉄筋コンクリートと、

後、今国の補助金が一番たくさん出てくるのが木造ですから、この二つを合体するというの

が非常に難しかったんです。これが、国のほうはいわゆる既存建物の利活用を進めるべきだ

ということで、鉄筋コンクリートだとか、鉄骨だとか、木造がハイブリッドで合体すること

を法的な緩和を物すごくやってます。私のような一級建築士がびっくりするほど緩和してま

す。１０年前だったら、絶対に許可がおりないですね。そういうことも、やはり、情報を得

ながら、慎重に検討を進めていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（水谷育生君） 

  宇佐川教育長。 

○教育長（宇佐川彰男君） 

  そのことも頭に入れながら、私自身はもう一気に今の建物を全部壊して、森岡さんとそこ

は違うんですが、建て替えて新しい小中にせんと、うまいこといかんかなという今判断をし

ています。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（水谷育生君） 

  教育費について、質疑を終わります。次に、公債費について、質疑を行います。１５４ペ

ージから１５５ページです。質疑ありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  件数だけ、１５４ページの長期債元金償還金と長期債利子償還金の件数だけ聞いときたい

と思います。 

○議長（水谷育生君） 

  執行総務課副課長。 

○総務課副課長（執行貴弘君） 

  長期債の元金償還金の件数が８９件、利子償還金の件数が１１６件です。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。９番、花村君。 

○９番（花村 計君） 

  この利子なんですけど、当初予算額から３０９万減額になった理由を教えてください。 

○議長（水谷育生君） 

  執行総務課副課長。 

○総務課副課長（執行貴弘君） 

  実際、償還したところ、元利均等で借りている部分が多いので、償還金のほうに多く振り

替わったことによって利子が減っております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  公債費について、質疑を終わります。次に、予備費について、質疑を行います。１５５ペ

ージです。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  予備費について、質疑を終わります。以上で、歳入並びに歳出の質疑を終わります。ただ

いまより、総括質疑を行います。質疑ありませんか。５番、久原君。 

○５番（久原拓美君） 

  令和３年度から大きくシステムが変わったという面で、塵芥処理場の処理の仕方が大きく

変わりました。７月からですか、今の塵芥を大阪のほうへ持って搬出するというようなシス

テムに変わりました。それによって、大きくコストダウンしたところがあると思うんですけ
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れども、どのぐらいの成果が得られたか、一月当たりどのくらいのコストダウンになってい

くか、相当な金額がコストダウンされていると思うんですけれど、もし把握していればここ

で答弁願います。それと、処理場へ持っていく電化製品関係、今、郵便局でお金、手数料払

って処理してもらってますけど、パソコンとかプリンターとかはその対象になってないって

いうような話聞いたんですけれども、そういうパソコンとかプリンターとかいうのは、どの

ような処理を我々町民はしたらいいのか教えてください。その２点です。 

○議長（水谷育生君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  議員おっしゃるとおり、年度途中から処理方式変更しまして、和泉市であるとか、伊賀市

の事業者のほうへごみについては固形燃料にせずにそのままごみの状態で搬送しているとい

うことで、それに係る大きな減額のとこにつきましては、そういう今まで固形燃料を製造し

てましたので、大きな乾燥に要する費用ということで、灯油代であるとか、また電気料、一

番大きいのは施設修繕費が１，０００万以上減額しておるということで、月当たりの比較ま

ではしておりませんけども、総務厚生常任委員会のほうでも以前述べさせていただきました

けども、年間トータル、令和３年度はどうしてもまだ途中からでしたので、４年度から実際

比較が出てくると思うんですけど、大体２，０００万から２，５００万ぐらいの年間コスト

ダウンは見込めるという方向性で、町のほうは、そういうふうな方向性決めたということで

理解しておりますので、そのようなことでご理解ください。もう１点のパソコンとかプリン

ターにつきましては、これも議員おっしゃるとおりなんですが、お聞きのとおり、いわゆる

電化製品の中のテレビであるとか、冷蔵庫であるとか、洗濯機、こういうものについてはリ

サイクル券を郵便局で購入してということなんですが、パソコン、プリンターにつきまして

は、太地町清掃センターとして指導してるのが、メーカーのほうに問い合わせてくださいと

いうことで、それで指示を仰いで処理してくださいということでやってますので、議員おっ

しゃるとおり、こちらのほうでは収集するんではなくメーカーのほうに、パソコンにつきま

しては、メーカーのほうにお問い合わせいただいて対応してくださいというふうなアナウン

スをしております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ５番、久原君。 

○５番（久原拓美君） 

  皆さん、町民の方、そのことをあんまり知らない人多いですし、パソコン購入しても捨て

るときのこと考えて購入してないんで、何とか取ってもらうような方向ではできないんでし

ょうか。なぜできないんですか、このパソコン。テレビとほとんど変わらないんですけれど、
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プリンターにしても、ほとんど変わらないと思うんですけれども、どうしてなんでしょうか。

僕、古いパソコン、テレビみたいな受信機の持っていって、テレビと同じやからお願いしま

す言うたら、だめですと言われたので、何とか、法律でできないんですか、これ。町でもう

できんようにしてるんですか。国とか決めてきてだめだという規制がかかってるんでしょう

か。外国のつくった分だと、メーカーも外国ですから、外国へ問い合わせしなきゃ、どこへ

電話したらいいのよというようなことになって、本来、ごみの処理がそういうものが不法投

棄とかそんなんになってしまったら、かえってごみの逆効果になってしまうんじゃないかと、

このように思うんですけれども、どうしたらいいのか、それについて、どんな考え持ってる

か教えてください。 

○議長（水谷育生君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  議員おっしゃるとおり、リサイクル法に基づき、リサイクル法で決められた製品につきま

してはリサイクル券を用いてということで、それに対応してこちらもやらせていただいてお

ります。パソコンにつきましては、これもパソコンはパソコンで、その製造元であるとか、

発売元であるとか、そういうとこがリサイクル法、今、国で定められたリサイクル法にはの

っとってないので、今私メーカーにというふうにお答えしたんですが、メーカー及びその販

売元とか、そういうところでお聞き願うということに今対応はさせてもうてますが、もう一

度その辺、議員ご指摘いただいたことありますので、今後の処理について、どういうふうな

ことについて、住民さんが実際そういうふうなお声があるということなので、こちらももう

一回深く調査して、また回答させていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  聞き忘れたことあるんで、ちょっと２点だけ。手話のことで、太地町から習いに行くとい

うか、そういう人って何人ぐらいおるのかなと思って、それちょっと聞き忘れたので聞いて

おきたいと思います。手話奉仕員養成講座というんですか、これ太地町で何人ぐらい手話習

っているのか。それと、マイナンバーカードなんですけども、町全体で今１，０２４枚とい

ったら、もう３３％ですか、約３３％持ったあるということは、太地町はすごいと思うんや

けど、これ、僕は義務化したらええと思うんやけど、ややこしいから。任意やということで、

なかなか進んでいかんのやけど、３３％いったら、和歌山県下でも非常に持っとる率が非常

に高いと思うんですけど、その辺ちょっと調べてあったら教えてほしいと思います。その２

点だけ。 
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○議長（水谷育生君） 

  前田住民福祉課長。 

○住民福祉課長（前田かなみ君） 

  手話講座の研修の参加人数ですけども、平成２９年で７名の方が参加しておられます。平

成３０年は４人、令和元年は１人、令和２年は１人、令和３年は参加はしておりません。そ

して、手話の登録者なんですけども、この新宮・東牟婁で１３人の方が登録していただいて

おりますが、太地町からも１人の方が登録していただいております。マイナンバーカードな

んですけども、他町村の状況を今持ち合わせておりませんので、また後で報告したいと思い

ます。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  歳入につきましては、しつこく言わせていただきましたけれども、やはり、滞納をなるべ

くなくしていくということが必要ではないかなと、これが住民の皆さんに対して公平な負担

になるのかなというように考えます。また、歳出につきましては、やはり、節減に努めてい

ただきたいということと、後、昨日の商品券ではないんですけれども、やはり、地元業者の

育成ということで、若干高くても、やはり地元の商品なりを使っていただきたいと思います。

また、昨日ちょっと執行副課長のほうに解体工事の件を適正な価格かというようなことで言

わせていただいたと思うんですけれども、やはり、当然ある程度もうけというのは必要で、

締めるということはよくないと思うんですけれども、適正な価格というのは、恐らくあると

思うんです。そこら辺、職員としてもそういう目を養っていただいて、これが本当に適正な

価格なのかいうことをできるような歳出の仕方ということも今後勉強していただいて、住民

もそうですけれども、やはり、町内の業者が衰退していってしまって、私たち老後に業者が

なくなってしまうというようなこともあるかも分かりませんので、そこら辺もまちとして考

えていただいて、歳出の面はやっていただきたいというように思います。副町長のほうから

答弁お願いします。 

○議長（水谷育生君） 

  漁野副町長。 

○副町長（漁野洋伸君） 

  海野議員言われたことを重々胸に、今後励んでいきたいと思います。町内業者の育成とか、

地元の地場産業振興とかというのを当然のことでありますので、その都度議会に相談しなが

らしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（水谷育生君） 
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  漁野教育委員会次長。 

○教育次長（漁野文俊君） 

  先ほどの教育費のところで、太陽光パネルのご質問がありました件についてお答えします。

太陽光パネルは、平成２２年度で設置してまして、一応これ、法定上は１７年間の耐用年数

となってます。メンテナンスやってあるんで、法定年数程度はもつというふうに思ってます。

三菱電機が岐阜県内の工場で生産したパネルということです。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  総括質疑を終わります。以上で、令和３年度太地町一般会計歳入歳出決算の質疑を終わり

ます。討論を行います。討論ありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  原案に反対いたします。私はかねてから（仮称）国際鯨類施設の建設に反対しております

し、それから、駅舎防災複合施設に関しては、防災タワーを建てたほうがええんじゃないか

と、駅舎はそのままで防災タワーを建てたらええんじゃないかという考えを持っておりまし

た。そういう予算が入っている決算書に賛成することはできませんので、原案に反対いたし

ます。 

○議長（水谷育生君） 

  賛成討論ありませんか。１０番、福田君。 

○１０番（福田忠由君） 

  原案に賛成いたします。限られた予算の中で、満足いく住民サービスはなされたのではな

いかと私自身は感じております。また、今後、執行部におかれましても、さらなる向上心を

もっていただき、よりよいまちづくりというところを意識して、今後も励んでいただきたい

という期待と、応援の意味も兼ねて賛成討論といたします。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに討論はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  私は反対いたします。当初予算に、私はコロナ禍で緊縮財政にすべきだということで予算

に反対しました。にもかかわらず、予算現額は４８億４，３３７万４，０００円にまで大き

く膨らみました。ただ、支出済額を見ると３５億１，４７９万４，９２８円となってますが、

翌年度の繰越金が１１億３，０９２万４，０００円となっております。ということは、やは

り、事業は継続される、予算が膨らんでいくんだというふうに思いますので、私は反対をし
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たいと思います。後もう一つの理由は、専決処分いたしました７号補正予算、梛の指定管理

委託料５２７万７，０００円は、答弁を聞くと多くが宿泊施設にかかわる費用だというふう

に私は理解いたしました。地域福祉センターの指定管理人が宿泊事業を行うのは、一般質問

でも申し上げたとおり、建築基準法にも抵触してるんではないかと私は思います。それから、

条例を読み返しましたが、執行部の答弁のような準用処理が本当にできるのかどうかという

のは大変私は強く疑問を持っております。また、一般質問の後、協定書もコピーもいただき

ましたが、何度読んでも私には宿泊施設を委託管理人に実行させるというのが理解できない。

よって、私は原案に反対したいと思います。 

○議長（水谷育生君） 

  賛成討論ありませんか。９番、花村君。 

○９番（花村 計君） 

  この令和３年度は、コロナ禍の影響もあり、いろいろ不安定な社会情勢の中、そこでも臨

機応変に対応していただいている決算ではないかなと私自身は感じております。当然、完璧

ではないですけれども、令和２年度よりもよりきめ細かく対応していただいているのではな

いかなと思いますので、原案に賛成いたします。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  討論を終わります。異議がありますので、本件は挙手によって、採決します。認定第１号、

令和３年度太地町一般会計歳入歳出決算認定の件は、原案のとおり認定することに賛成の方

は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（水谷育生君） 

  挙手多数です。したがって、認定第１号、令和３年度太地町一般会計歳入歳出決算につい

ては、認定することに決定いたしました。暫時休憩します。午後１時より再開します。 

休憩 午前１１時３７分 

 

再開 午後１時００分 

○議長（水谷育生君） 

  再開します。先ほど審議いただきました、令和３年度太地町一般会計歳入歳出決算の質疑

の中で、答弁漏れの申出があります。答弁願います。前田住民福祉課長。 

○住民福祉課長（前田かなみ君） 
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  マイナンバーカードの交付の件でございますが、一般会計の審議の中で、私８月末の交付

数が１，０２４枚というふうに報告いたしましたが、９月４日では１，０２９枚となってお

ります。そして、交付率は３５％でございます。近隣の市町村の状況ですが、太地町よりも

結構高い状況にありまして、新宮市のほうは３８．５％、那智勝浦町のほうは４０．８％、

古座川町は３６．８％、串本町は３４．５％、北山村は５４．６％でございます。以上です。 

                                           

△日程第１４ 認定第２号 

○議長（水谷育生君） 

  日程第１４ 認定第２号、令和３年度特別会計太地町国民健康保険事業歳入歳出決算認定

の件を議題といたします。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（水谷育生君） 

  説明を願います。山下会計管理者。 

○会計管理者（山下真一君） 

  令和３年度特別会計太地町国民健康保険事業歳入歳出決算書について、ご説明いたします。

１ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。歳入総額５億１，３１

５万３，３２３円、歳出総額５億４４９万８，３０５円、歳入歳出差引額は８６５万５，０

１８円でございます。翌年度へ繰越すべき財源はございません。実質収支額は８６５万５，

０１８円でございます。２ページをお願いします。令和３年度款別決算額比較表でございま

す。歳入でございますが、１款、国民健康保険料、調定額８，９５０万９，０００円に対し

まして、収入済額７，２４１万２，７００円、前年度と比較いたしまして２６２万６，３０

０円の減となっております。未収入額は１，７０９万６，３００円、７１世帯分でございま

す。２款、国庫支出金、収入済額３７万２，０００円、５款、県支出金、収入済額３億７，

７５４万２，０８１円、８款、繰入金、収入済額４，４１１万６，００２円、前年度と比較

いたしまして５７５万９，５８１円の増となっています。９款、繰越金、収入済額４６３万

９，７５４円、１０款、諸収入、収入済額１，４０３万２，７３６円、１１款、使用料及び

手数料、収入済額３万８，０５０円、歳入合計、調定額５億３，０２４万９，６２３円に対

しまして、収入済額は５億１，３１５万３，３２３円、未収入額は１，７０９万６，３００

円でございます。３ページをお願いします。歳出でございます。１款、総務費、支出済額は

４５５万６，６０６円、２款、保険給付費、支出済額は３億６，８５８万５，８７１円。令

和４年３月末日現在の被保険者数は８６６人でございます。３款、国民健康保険事業費納付

金、支出済額は１億４６８万８，６６３円、５款、保健事業費、支出済額８３５万４５９円、

７款、諸支出金、支出済額は１，８３１万６，７０６円、前年度と比較いたしまして１，３
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３６万９，７２７円の増となっております。歳出合計は、支出済額５億４４９万８，３０５

円でございます。４ページの不納欠損額につきましてはございません。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  説明を終わります。質疑を行います。質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  先ほど、山下会計管理者のほうから、人数が、加入の人数が８６６人ということで、加入

の世帯数をすいませんけど、お願いします。平成３０年から３年間で１００人減ということ

で、すごいなと思うんですけども、世帯数をお願いします。それと、収入未済額が７１世帯

ということで、１，７０９万６，３００円、調定額で比べると１９．１％が未済額というこ

とで、非常に大きな未済額になっていると感じます。それで、７１世帯ということなんです

けども、国民健康保険料の一般被保険者のところで１から６節のそれぞれの世帯数を聞いと

きたいと思います。この収入未済額の率が約１９．１％ということは、繰越し分が非常に大

きいのかなと思いますので、世帯数を聞いておきたいと思います。それと、不納欠損額がな

いというのは、これ余り記憶にないんですけど、すごいことやなと思います。退職被保険者

等国民健康保険料に関しても、収入未済額はゼロということで頑張ったんだなと感じており

ます。８ページの国庫補助金の災害等臨時特例補助金、これはコロナの影響でということで

考えといたらいいですか。それから９ページの繰入金、一般会計からの繰入金が２，２０４

万９，０００円ということで、これ法定内と法定外をいつも聞いてるのでよろしくお願いし

ます。それと、１０ページの雑入、過年度精算による保険給付費返還金が１，２７６万３５

０円の増ということで、これの説明をお願いします。それから、脳ドック、令和３年度の人

数をお願いします。１３ページの１８節のオンライン資格確認等システム運営負担金につい

ての説明をお願いします。そして、これも前から聞いとるんで、令和３年、太地町で何人の

方が亡くなったのかということと、太地町で何人の赤ちゃんが生まれたのか。それと、１８

ページの、これも毎回聞いとるんで、特定健診受診率向上事業委託料ですか。令和３年度の

対象者数と受診者数をお願いします。それから、その下の健康家庭奨励費ですが、これの世

帯数もお願いします。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  前田住民福祉課長。 

○住民福祉課長（前田かなみ君） 

  国民健康保険に加入している一般被保険者の世帯数でございますが、５６３世帯でござい

ます。それと、収入未済額の件で、滞納している人の世帯でございますが、現年分が３８世

帯、滞納繰越分が６０世帯で、そのうち重複している世帯が２７世帯でございます。８ペー

ジの災害等臨時特例補助金でございますが、議員さんおっしゃられるようにコロナの影響に
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より収入が減少した世帯への保険料減免分の補助金でございまして、その割合は保険料の６

割分となっております。４割分については、特別調整交付金の対象となっております。９ペ

ージの一般会計の繰入金の法定外と法定内でございますが、法定外が２１０万７，１４１円、

法定内が１，９９４万１，８５９円でございます。１０ページの過年度精算による保険給付

費返還金が増額になっている理由でございますが、この保険給付費は３月に県から示される

概算額を支払いますが、その概算額と実績額の差異が大きかったため、このような大きな返

還金となっております。この概算額が大きかったのは、令和元年度分の保険給付費をもとに

示されたのではないかというふうに考えております。１３ページのオンライン資格確認等シ

ステム運営負担金でございますが、これはマイナンバーカードを利用し、健康保険証の資格

確認がオンラインで可能となるオンライン資格確認の負担金でございます。これは、本格的

に運用したのが令和３年１０月からとなっております。１５ページでございますが、太地町

全体で亡くなった方は７０人でございまして、そのうち、国保の方は２人でございます。そ

の下の太地町のほうで生まれたお子さんは１２名、そのうち国保の方は１人でございます。

１８ページの特定健診の実績でございますが、対象者は７１８人、受診者は２０７人、受診

率は２８．８％でございます。健康家庭奨励費の該当者でございますが、１７世帯でござい

ます。脳ドックの受診した数ですが、２３名でございます。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  ７ページなんですけれども、漁野議員も収入未済額のことで質問してたと思うんですけれ

ども、やはり、この大きいのは医療給付費分の滞納繰越が大きいかなというように思います。

これの原因は何なのか、分かれば教えてください。それと、漁野議員もここ指摘してました

けれども、不納欠損額があがってないということなんですけれども、この滞納の中に不納欠

損額の対象になる方、対象額は本当にないのかということをお聞きしたいと思います。現年

度分だけで医療給付費、１７６万２，２５８円の滞納があります。やっぱり滞納が多くなれ

ば予算が組みにくくなるということも出てくるかと思うんです。そこら辺で、被保険者に負

担がかかって大変になるのではないかなというような気がします。そこら辺の考え方を聞か

せていただきたいと思います。それからもう１点、これ国民健康保険には保険料と保険税が

ありますよね。太地町の場合は保険料、僕の記憶では和歌山市も保険料やなかったかなとい

うような記憶があるんですけれども、保険料と税の違いというのは、僕も詳しくは分からな

いんですけれども、調べてみたらそんなに大差はない。ただ、時効とかそういう部分で出て

くるということなんで、例えば、保険料やったら時効が２年、税のほうやったら恐らく５年

やないかな。また、徴収の方法、言葉が適正なのかどうか分かりませんけど、差押とかそう
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いう面もいろいろ出てくるんじゃないかなというような気がします。そこで、すぐにとは言

わないんですけれども、有利な、どっちか言うたら幅の広い徴収の仕方を考えれば、やはり、

税へ移行するのも一つの方法かなと思うんですけれども、これはまだ国保運営協議会という

のはあるんですかね。そこら辺でも投げかけてみて、皆さんのご意見を聞いていただいて、

今後の課題ということでちょっと話し合ってみていただきたいなというように思います。以

上です。 

○議長（水谷育生君） 

  前田住民福祉課長。 

○住民福祉課長（前田かなみ君） 

  海野議員さんのほうから、この収入未済額のほうの増額になっていることについての理由

なんですけれども、なかなかこの滞納している方については、納付していただけるように通

知であったりとか、個別交渉とかをしております。でも、なかなか納付していただけない状

況にございます。納期限を過ぎると催促の通知をしたりとか、それでも納めていただけない

方については、また再催促したりとか、また個別交渉のほうもしております。それでも納め

ていただけない方とか、また有効期間の短い短期保険証とかも交付しております。財産の差

し押さえとかというのはしておりませんけども、生活の一部調査の目的で金融機関のほうに

預貯金の調査とかも行っております。海野議員さんのほうは、一般会計のほうでももう少し

個別交渉のほうを積極的に行うようにということでしたので、また、私たちもさらに積極的

に個別交渉のほうを図っていきたいと思っております。それと、不納欠損、この令和３年度

に関しては対象とかはいませんでした。今現在、この資力がない方、生活保護とかに移行し

た方、４件の方については手続のほうを進めております。それと、保険料と保険税のことで

ございますが、有利な徴収の仕方ということでございますので、今後また検討していきたい

というふうに考えております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  私もこれ、過去に担当して大変、もう保険料の徴収というのは大変だと思うんです。でき

るだけ努力していただきたいなというように思います。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  答弁できなかったら答弁できないでいいんですけど、一番ためている人ってどれぐらいた

めてあるんですか。それから、まだ今現在は太地町で国民保険料、健康保険料を決めとるん
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ですけども、これ、統一されるというか、県で統一されるのは何年後なんでしょうか。その

２点だけ。 

○議長（水谷育生君） 

  前田住民福祉課長。 

○住民福祉課長（前田かなみ君） 

  今現在、滞納世帯中のうちの最高の額の方でございますが、１７５万となっております。

それと、保険料の和歌山県が統一化を図っていく計画でございますが、令和９年でございま

す。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  討論を終わります。これから、認定第２号、令和３年度特別会計太地町国民健康保険事業

歳入歳出決算認定の件を採決します。お諮りします。この決算は、原案のとおり認定するこ

とにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  異議なしと認めます。したがって、認定第２号、令和３年度特別会計太地町国民健康保険

事業歳入歳出決算は、認定することに決定いたしました。 

                                           

△日程第１５ 認定第３号 

○議長（水谷育生君） 

  日程第１５ 認定第３号、令和３年度特別会計太地町介護保険事業歳入歳出決算認定の件

を議題といたします。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（水谷育生君） 

  説明を願います。山下会計管理者。 

○会計管理者（山下真一君） 

  令和３年度特別会計太地町介護保険事業歳入歳出決算書についてご説明いたします。１ペ

ージをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。歳入総額５億１，７２１万



－ 113 － 

 

９３９円、歳出総額５億１９４万３，７９４円、歳入歳出差引額は１，５２６万７，１４５

円でございます。翌年度へ繰り越しすべき財源はございません。実質収支額は１，５２６万

７，１４５円でございます。２ページをお願いいたします。令和３年度款別決算額比較表で

ございます。歳入についてご説明いたします。１款、保険料、調定額８，７７６万６，００

０円に対しまして、収入済額は８，５５２万５，５００円、前年度と比較いたしまして１，

２７９万７，４００円の増となっております。未収入額は２２４万５００円で、６４人分で

ございます。３款、使用料及び手数料、収入済額８，６５０円、４款、国庫支出金、収入済

額１億３，９４５万２５５円、５款、支払基金交付金、収入済額１億３，１６６万６，６２

９円、６款、県支出金、収入済額７，１１３万２，７９０円、１０款、繰入金、収入済額７，

９５６万２，９５０円、前年度と比較いたしまして、１，４３３万９，８７２円の減となっ

ております。１１款、繰越金、収入済額５４４万８，６１５円、１３款、諸収入、収入済額

４４１万５，５５０円、歳入合計、調定額５億１，９４５万１，４３９円に対しまして、収

入済額は５億１，７２１万９３９円、未収入額は２２４万５００円でございます。３ページ

をお願いします。歳出でございます。１款、総務費、支出済額は４０６万６，９８７円、前

年度と比較いたしまして、４９６万３，４１０円の減となっております。２款、保険給付費、

支出済額は４億４，７１１万２，２２５円、前年度と比較いたしまして、１，２２４万１，

６７９円の増となっております。令和４年３月末日現在の第１号被保険者数は、１，２１９

人でございます。５款、地域支援事業費、支出済額３，３８２万６，１４３円、６款、基金

積立金、支出済額７７６万２，０００円、８款、諸支出金、支出済額９１７万６，４３９円、

歳出合計支出済額は５億１９４万３，７９４円でございます。４ページの不納欠損額につき

ましてはございません。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  説明を終わります。質疑を行います。質疑ありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  出で言うと、国民健康保険が約５億４００万円、介護保険が５億１００万円、とうとう追

いついてしもうたと、すごいですね、介護保険って健康保険に追いついてしまった。これ、

３億ぐらいやったん違うかなと思うんやけど、そんなになかったかな、当初。毎回、議会で

追いつくんやないかということで言うとったんですけど、とうとう追いつきました。第１号

被保険者、１，２１９名ということなんですけども、令和３年度の特別徴収と普通徴収の人

数をお願いします。収入未済額の現年度分の人数と、それから滞納繰越分の人数をお願いし

ます。１２ページの、これは多分、法定内だと思うんですけども、一般会計からの繰入金は、

全て法定内かということで聞いておきます。それから、１３ページの繰入金の中の事務費等

繰入金、これは令和２年に比べると５５８万９，０００円の減ということで説明をお願いし
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ます。それから、低所得者保険料軽減繰入金が２８２万５，０００円の増ということで、こ

れも説明をお願いします。それから、基金の残。１４ページの第１号被保険者延滞金、１，

１００円ということで計上されているんですけど、説明をお願いします。それから、１７ペ

ージの備考欄の一番下の地域密着型介護予防サービス給付金、これ令和２年に比べると４２

万９，８７６円の減ということで、これも説明をお願いします。それから１８ページの備考

欄の上から２番目の介護予防住宅改修費、これが１０８万３４４円の減ということで、これ

も説明をお願いします。２０ページの配食サービスの実績、令和３年度の。それから、２１

ページのこれ需用費やったと思うんですけど、高齢者等見守り事業、２７万３，４０２円が

計上されてないということで、これの説明もお願いします。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  まず、特別徴収、普通徴収の内訳ですが、特別徴収につきましては１，１５７名、普通徴

収につきましては６２名でございます。収入未済額の内訳ですが、現年分が１７万４，５０

０円あります。これにつきましては、６名分の８件となっております。滞納繰越につきまし

ては、６１人分、計４１５件分となっております。１２ページですけども、繰入金につきま

しては、これは全て法定内でございます。次、１３ページの事務費繰入金の減につきまして

ですが、これにつきましては、令和２年度、介護保険事業計画策定に係る委託料等々があり

ましたので、その事務費等が減った分が主な原因となっております。低所得者の保険料軽減

繰入金につきましてですが、これ一旦一般会計で受けまして、それを特別会計へ一般会計か

ら町負担分として繰り出していただく分ですが、それがちょっと２年度については計上でき

てなかったので、３年度改めてここに計上させていただいております。基金の残ですが、現

在、９月の１号補正の時点で１，０３６万４，０００円です。１４ページ、延滞金、１，１

００円につきましては、１名分ということで、今回新たに１名分徴収することができました

ので計上しております。地域密着型サービスにつきまして、かなり減ということで、事務報

告にも掲載のように、件数が１７件から１件ということで、利用者数が減ったということで、

こういうような結果になっております。需要がないとかということではないんですが、たま

たま逆に２年度について実績があった。３年度、件数が減ったよということでございます。

１名が１事業所を使っております。１８ページの住宅改修につきましても、これも桁が違う

ほどの減なんですが、これにつきましても、２年度、住宅改修についての実績が多かったと、

住宅改修につきましては、介護度によりますけども既存の住宅をいろいろな手すりつけなが

ら、中で何とか動けるように、そういう保護するというか、住宅の構造を変えるということ

なので、介護予防のほうで出るほうが多いのかなというところはあったんですが、たまたま
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３年度につきましては、需要が少なかったという結果になっております。配食サービスの実

績なんですけども、委託業者につきましては南紀園と山永サービスでございまして、今の対

象者につきましては２５名、昼食で１，３０５食、夕食で３，０７８食、計４，３８３食と

なっております。いずれも自己負担は３００円と統一されております。２１ページの高齢者

の見守り事業につきまして、経費があがってないということで、これは２年度に新規に計上

させていただきました。そのときにそういうＱＲコードを貼るシールの作成費用とかを計上

させていただきました。現在、２名の登録されておりますけども、３年度につきましては、

その需用費にかかるような必要なものがなかったと。ただ、事業としては継続してやってお

りますので、２名の登録者がございますと。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  不納欠損額がこの介護保険もなかったということで、すごいいいことかなと国民健康保険

も介護保険も不納欠損額がなかったというのが余り記憶ないんですけども。それから、今度

は介護保険が国保を追い越すんかなという感じでおりますけども、収入未済額、これは特別

徴収じゃなしに普通徴収の方に限られてくるんですけども、６２名ということで、収入未済

額が現年度分が６名で８万３，１００円、滞納繰越分が６１名で２１５万７，４００円、普

通徴収が６２名しかない中で、滞納繰越分が６１名ということは、もうほとんどの人が滞納

してあると、というか１人しか滞納してない人がいないと、これこういうことで理解しとい

てよろしいんですか。その辺ちょっと教えておいてください。 

○議長（水谷育生君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  まず、不納欠損額につきましては、３年度はないということなんですが、国保会計と同様

に不納欠損に至るまでの執行停止という今手続に移行する案件が今２件ほど抱えております

ので、それを経て、またいずれ不納欠損ということに至るかと推測しております。後、特徴、

普徴の割合の中で、滞納繰越の人数がということなんですが、これは毎年度、現年度につき

ましても３人分ですよということで申し上げたんですが、これ、通算の人数を足しておるの

で、総人数ということでちょっと重複している方も中にはおられますけども、毎年、普通徴

収の方が、大半の方が滞納しているというわけではなく、平成２４年度から令和２年度まで

見ると、一桁の人数で推移してきております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 
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○１番（漁野尚登君） 

  これも聞いときたいんですけど、答弁できたらでいいんですけど、一番多くためとる人は

幾らぐらいためとるんですか。 

○議長（水谷育生君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  これは、今個別な帳票持ち合わせておりませんが、一人当たりで１０万強ぐらいの金額が

ございます。方もいます、中には。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  討論を終わります。これから、認定第３号、令和３年度特別会計太地町介護保険事業歳入

歳出決算認定の件を採決します。お諮りします。この決算は原案のとおり認定することにご

異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  異議なしと認めます。したがって、認定第３号、令和３年度特別会計太地町介護保険事業

歳入歳出決算は認定することに決定いたしました。 

                                           

△日程第１６ 認定第４号 

○議長（水谷育生君） 

  日程第１６ 認定第４号、令和３年度特別会計太地町後期高齢者医療事業歳入歳出決算認

定の件を議題といたします。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（水谷育生君） 

  説明を願います。山下会計管理者。 

○会計管理者（山下真一君） 

  令和３年度特別会計太地町後期高齢者医療事業歳入歳出決算書についてご説明いたします。

１ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。歳入総額、１億１，９



－ 117 － 

 

６０万８，０８８円、歳出総額、１億１，８５５万３，１９８円、歳入歳出差引額は１０５

万４，８９０円、翌年度へ繰り越しすべき財源はございません。実質収支額は１０５万４，

８９０円でございます。２ページをお願いいたします。令和３年度款別決算額比較表でござ

います。歳入についてご説明いたします。１款、後期高齢者医療保険料、調定額４，４２４

万８，５００円に対しまして、収入済額は４，２３７万６，６００円、前年度と比較いたし

まして１４８万１，２００円の増となっております。未収入額は１８７万１，９００円で１

４７件、３１人分でございます。２款、使用料及び手数料、収入済額は８，１００円、４款、

繰入金、収入済額は７，４９７万６，０５３円、前年度と比較いたしまして１３０万６，３

４３円の増となっております。５款、繰越金、収入済額は８３万１，７３０円、６款、諸収

入、収入済額は１４１万５，６０５円でございます。歳入合計、調定額、１億２，１４７万

９，９８８円に対しまして、収入済額は１億１，９６０万８，０８８円でございます。未収

入額は１８７万１，９００円となっております。３ページをお願いいたします。歳出でござ

います。１款、総務費、支出済額は４２万２，４８７円、２款、後期高齢者医療広域連合納

付金、支出済額は１億１，６５８万４，５２８円、令和４年３月末日現在の被保険者数は７

３４人でございます。３款、諸支出金、支出済額は１３４万５，６８３円、４款、保険事業

費、支出済額は２０万５００円となっております。歳出合計、支出済額は１億１，８５５万

３，１９８円でございます。４ページの不納欠損額につきましてはございません。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  説明を終わります。質疑を行います。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  毎年聞きやあるんで、これ令和３年度の太地町における一人当たりの後期高齢者医療は幾

らになるのか、単純計算でいいからお願いします。それから、加入者数が７３４人というこ

とで、この中の特別徴収と普通徴収の人数をお願いします。それと、現年度分と滞納繰越分

の人数もお願いします。１１ページの脳ドックの人数、すいませんけど。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  一人当たりの医療費ですが、令和３年度が療養給付費の合計から被保険者数割りますと、

一人当たり月額に置き換え６万３，４３１円とおいてます。前年度に比べ、一人当たりの単

価は３２円下がったということになっております。６ページの特徴、普徴の人数ですが、特

別徴収が５３８名、普通徴収が１９６名です。収入未済額につきましては、３１人分の１４

７件ですが、そのうちの内訳として、現年度分がそのうちの８人の２６件ございます。１１

ページの脳ドックの人数ですが、これにつきましては５名です。以上です。 
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○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  ほたら、滞納繰越分は１５７万１，１００円ということで、人数がこれ２３名になるんで

すか。ほたら、一人当たり６万８，０００円ということは、非常に大きな滞納になったある

ように思うんですけど、その辺ちょっと説明お願いします。 

○議長（水谷育生君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  議員おっしゃるとおり、滞納繰越分につきましては２３人ということになります。平均、

一人当たりに置き換えますとそのような金額になるんですが、これにつきましても、財産調

査とかもろもろしまして、今まだちょっと、今回不納欠損に至るような案件には移行してお

りませんけども、随時、資力のない方につきましては執行停止という処分をかけ、また、納

付誓約等も取りながら、できる限り徴収事務にあたりたいと思います。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  １番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  平均で６万８，０００円ぐらいなんですけど、これ最大で、一番ためている人でどのぐら

いなったあるですか。 

○議長（水谷育生君） 

  桝田住民福祉課主幹。 

○住民福祉課主幹（桝田将樹君） 

  １人、１５万ほどの方がございます。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  討論を終わります。これから、認定第４号、令和３年度特別会計太地町後期高齢者医療事

業歳入歳出決算認定の件を採決します。お諮りします。この決算は原案のとおり認定するこ

とにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  異議なしと認めます。したがって、認定第４号、令和３年度特別会計太地町後期高齢者医

療事業歳入歳出決算は認定することに決定いたしました。 

                                           

△日程第１７ 認定第５号 

○議長（水谷育生君） 

  日程第１７ 認定第５号、令和３年度特別会計太地町都市計画公共下水道事業歳入歳出決

算認定の件を議題とします。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（水谷育生君） 

  説明を願います。山下会計管理者。 

○会計管理者（山下真一君） 

  令和３年度特別会計太地町都市計画公共下水道事業歳入歳出決算書についてご説明いたし

ます。１ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。歳入総額、８，

０１５万５，４６６円、歳出総額、７，５９４万８，６６２円、歳入歳出差引額は４２０万

６，８０４円、翌年度へ繰り越しすべき財源はございません。実質収支額は４２０万６，８

０４円でございます。２ページをお願いいたします。令和３年度款別決算額比較表でござい

ます。歳入についてご説明いたします。１款、使用料及び手数料、調定額２，２８９万８，

６２０円に対しまして、収入済額は２，２６６万５，２８０円、前年度と比較いたしまして

６３万３，４８０円の減となっております。未収入額は２２万７，９００円で、８２件分で

ございます。４款、繰入金、収入済額は３，４４３万２，０００円、前年度と比較いたしま

して１，６４３万２，０００円の増となっております。５款、繰越金、収入済額は２１３万

３，１７２円、６款、町債、収入済額、２，０９０万円、８款、諸収入、収入済額は２万５，

０１４円でございます。歳入合計、調定額８，０３８万８，８０６円に対しまして、収入済

額は８，０１５万５，４６６円、未収入額は２２万７，９００円でございます。３ページを

お願いいたします。歳出でございます。１款、公共下水道事業費、支出済額は５，８７８万

４７８円、２款、公債費、支出済額は１，７１６万８，１８４円でございます。歳出合計、

支出済額は７，５９４万８，６６２円でございます。４ページをお願いいたします。不納欠

損につきましては、１款、使用料及び手数料、１項、使用料で、５，４４０円、４件分とな

っております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  説明を終わります。質疑を行います。質疑はありませんか。１番、漁野君。 



－ 120 － 

 

○１番（漁野尚登君） 

  最初に、令和３年度、太地町の全世帯数が何世帯で、そのうちの何世帯が公共下水道に接

続していて、そして、そのうちの何世帯が使用料を支払っているのか、聞いておきたいと思

います。それから、太地町の水洗化率もお願いします。不納欠損額出てきたんですけど、５，

４４０円で４件分というたら１，３６０円ですね。こういう１，３６０円も払えない人がお

るんですね。これの理由をちょっと説明してください。それから、収入未済額の１８万４，

９００円の世帯数と、使用料のほうは、今年の現年度分のほうが多いんですか、１８万４，

９００円、過年度分が４万３，０００円ですか。これ、世帯数をすいませんけど。欠損のほ

うは理由をお願いします。１０ページの需用費の修理費について、毎回聞いとるんで、大き

なものがあればお願いします。それから、繰入金が３，４４３万２，０００円ということな

んですけども、この本浦終末処理場汚泥脱水機更新工事というんですか、３，６３０万円、

これがあるから町債、借金もしてやっとるわけですけど、これはどういう工事だったのか。

以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  町内の全世帯数なんですけれども、１，５５７世帯になります。接続の世帯数なんですけ

れども９６４です。使用料につきましては、７３１となっておりまして、水洗化率は８０．

４％になります。不納欠損の理由なんですけれども、こちら転出により所在不明となり、連

絡が取れなくなってしまったということでございます。後、収入未済額、１８万４，９００

円なんですけれども、こちらの世帯数が１７世帯です。過年度分につきましては、２世帯で

ございます。１０ページですけれども、大きな修理としましては、脱水用コンテナの下鉄板

の交換というのが１３万２８４円というのがありまして、そのほかでしたら、脱水用ベルト

コンベアーの動力設備制御盤の修繕、こちらが３６万４，４３０円という修繕を行っており

ます。１１ページ、本浦終末処理場汚泥脱水機更新工事でございますが、こちらは脱水機の

老朽化による更新となります。こちら、方式も変わりまして、今まででしたら水分を吸い取

る方法の機械でしたが、今回は絞る方式のものに変えております。機械は非常にコンパクト

になっておりまして、部品等のコストも下がっておるものになります。全自動で処理ができ

るものとなっております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  全世帯が１，５５７世帯、そのうちで公共下水道につないでるのが９６４、約６２％が太
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地町で公共下水道につないでいると。それで、９６４、接続している中で７３１世帯が使用

料を払っているということなんですけども、２３３世帯はこれ空き家と考えといていいんで

すか。どうなんでしょうか、それ１点だけ、すいません。 

○議長（水谷育生君） 

  暫時休憩します。 

休憩 午後２時０１分 

 

再開 午後２時０２分 

○議長（水谷育生君） 

  再開します。下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  この差につきましては、空き家等でございます。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  １番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  去年も聞いとるんですけど、去年は９４７世帯がつないでると、そのうちの使用料を払っ

ているのが８５０世帯だということやったんですけど、今回、９６４で１７軒ぐらい増えた

あるんやけど、空き家として、空き家という答弁だったので、１１４世帯空き家が増えとる

と、そう理解しといてよろしいんですか。 

○議長（水谷育生君） 

  下津産業建設課副課長。 

○産業建設課副課長（下津公広君） 

  昨年度の９４７世帯という答弁させていただいたと思うんですけれども、今年度、ちょっ

と台帳を整理していく中で、漏れてる世帯等発見しまして、現在の台帳で９６４世帯という

数字で我々把握をしております。支払いのほうも昨年度８５０ということで答弁はさせてい

ただいたんですけれども、一応、年度末時点での使用料の調定件数としましては７３１件に

対して使用料の賦課と言いますか、使用料を調定させていただいておりますので、現在はそ

の数字ということで、よろしくお願いします。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  討論を終わります。これから、認定第５号、令和３年度特別会計太地町都市計画公共下水

道事業歳入歳出決算認定の件を採決します。お諮りします。この決算は原案のとおり認定す

ることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  異議なしと認めます。したがって、認定第５号、令和３年度特別会計太地町都市計画公共

下水道事業歳入歳出決算は認定することに決定いたしました。暫時休憩します。２時２０分

より再開します。 

休憩 午後２時０５分 

 

再開 午後２時２０分 

○議長（水谷育生君） 

  再開します。 

                                           

△日程第１８ 認定第６号 

○議長（水谷育生君） 

  日程第１８ 認定第６号、令和３年度特別会計太地町くじらの博物館事業歳入歳出決算認

定の件を議題とします。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（水谷育生君） 

  説明を願います。山下会計管理者。 

○会計管理者（山下真一君） 

  令和３年度特別会計太地町くじらの博物館事業歳入歳出決算書についてご説明いたします。

１ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。歳入総額３億８，５６

５万９，１１３円、歳出総額３億７３４万３，７６７円、歳入歳出差引額は７，８３１万５，

３４６円、翌年度へ繰り越しすべき財源はございません。実質収支額は７，８３１万５，３

４６円でございます。２ページをお願いします。令和３年度款別決算額比較表でございます。

歳入についてご説明いたします。１款、くじらの博物館収入、収入済額３億７，９０５万９，

１１３円、前年度と比較いたしまして、９，３４０万９，６９８円の減となっております。

収入未済額は、動物管理収入など合わせて８，２１６万２，２６４円ございます。また、令

和３年度の入館者数につきましては、１１万３，４７９人であります。４款、財産収入、収
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入済額は６６０万円でございます。歳入合計、調定額４億６，７８２万１，３７７円に対し

まして、収入済額は３億８，５６５万９，１１３円となっております。３ページをお願いい

たします。歳出でございます。１款、くじらの博物館費の支出済額は３億７３４万３，７６

７円でございます。歳出合計、支出済額は３億７３４万３，７６７円となっております。以

上です。 

○議長（水谷育生君） 

  説明を終わります。質疑を行います。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  ６ページの収入未済額、動物管理収入が６，０００万円余り未収になってますが、これの

原因についてお答えください。それから、続いて７ページ、物品売払収入の未収入の額が２，

２００万、これについてもご説明お願いします。それから、１０ページ、備考の下から七、

八行目、飼料購入費、餌代、これは予算よりも大幅に減額になっておりますが、これの原因

についてお答えください。それから、１２ページ、備品購入費の動物購入費、これが予算よ

りも大幅に増えております。この辺の原因についてもお答えください。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  稲森くじらの博物館長。 

○くじらの博物館長（稲森大樹君） 

  まず、動物管理収入の収入未済額６，０１６万２，２６４円についてご説明させていただ

きます。６ページになります。こちら、動物管理収入の対象となるものが太地町開発公社で

して、太地町開発公社、今、生態販売、コロナ禍におきまして、そちらの事業が停滞してお

ります。そういったこともありまして資金不足があり、くじらの博物館への収入が未払いと

なっております。続きまして、７ページ、動物譲渡代金、収入未済額、２，２００万円のご

説明になりますが、これも以上の理由でして、太地町開発公社、それのコロナ禍による事業

の停滞ということで未収となっております。続きまして、１０ページ、飼料購入費になりま

すが、予算９，３００万に対して約４，２００万の減額となっております。こちらに関して

は、当初、太地町開発公社の餌料購入の立て替えを想定しておりましたが、公社が独自に餌

を購入したことによって、その立て替え費用が減額したことが大きな原因となっております。

続きまして、１２ページ、備品購入費の動物購入費の減額につきましても、太地町開発公社

からの動物の購入依頼を想定して予算を立てたこともありましたが、こちら依頼される頭数

というのも少なくなったために減額となっております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 
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  先ほど説明していただいたんですけれども、まず、管理収入費、これ、お金が入る、入ら

ないというのはいつ分かったのか。同じく物品売払代金、これもいつお金が入らなくなった。

本来、稲森館長は館長になられて間ないので分からないかも分かりませんけれども、決算の

やり方、副町長はベテランなんでご存じだと思うんですけれども、収入未済額で決算書で落

とすか、もしくはもう補正予算で減額補正をとるかですよね。だから、もしこれが３月の時

点で分かってれば、３月の補正予算で減額する。もしくは、６月の予算で減額する。６月だ

ったらもう分かってると思うんですけど、だから、そこら辺の減額せずにこの決算書に載せ

た、そのまま載せた、この理由をお聞きしたい。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  暫時休憩します。 

休憩 午後２時２７分 

 

再開 午後２時２９分 

○議長（水谷育生君） 

  再開します。漁野副町長。 

○副町長（漁野洋伸君） 

  先ほどの海野議員のご質問なんですけれども、ぎりぎりまでこういうコロナ禍の状況で開

発公社も頑張っておりまして、一応、この開発公社と博物館のそういう取り決めでこれだけ

の、全体で８，０００万ぐらいのものが入るであろうということで、３月まででということ

で、それであげてましたので、そのままとして、決算で皆様にお知らせして原因を説明しよ

うかなと思った次第であります。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  最初に、いつも聞いとるんで、現在、博物館で飼育している小型鯨類の種類と頭数、最後

に合計をお願いします。それから、もし博物館以外で飼育している小型鯨類があれば、場所

と種類と頭数をお願いします。それから、令和３年度に亡くなった博物館の小型鯨類の種類

と頭数、それと、現在、管理している開発公社の小型鯨類の種類と頭数、そして最後に合計

をお願いします。開発公社の鯨類で、森浦湾以外で飼育している鯨類があれば、その場所と

種類と頭数をお願いします。令和３年度に亡くなった開発公社の小型鯨類の種類と頭数もお

願いします。それから、令和３年度の月ごとの入館者数、最後に合計をお願いします。それ

と、入館料は令和２年に比べたら、令和２年は１億６３８万８，５２９円、２，６２７万１，

３１１円の増ということで、ちょっとコロナ禍の中であっても持ち返してきたのかなと感じ
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ますけど、館長はどのように考えておるか。それから、売店収入も令和２年、３，５１８万

９，７４０円から、５，５６３万６，７４０円、プラスの２，０４４万７，００４円の増額

ということで、これも盛り返してきてるのかなと思います。飼料売等も令和２年度に比べて

１，１９７万９，０２７円の増と、この飼料売等の内訳を、大まかな内訳でいいんでお願い

します。とにかく、入館料も売店収入も飼料売等も盛り返してきとるという、数字で見ると

感じなんですけど、館長はどのように考えているのか。それから、生簀の賃貸料というのが

１１万８，８００円あがってるんですけど、これの説明をお願いします。それから、先ほど

森岡議員が言った動物管理収入、令和２年に比べて６，０７９万２，６５７円の減というこ

となんですけど、これは、今後、館長どのように考えてますか。もう３年間、コロナで小型

鯨類が中国に行ってないんですけども、これは、これ回復するという見込み持ってますか。

なかなか難しいんじゃないかなと思うんですけど、頭数も聞いとるんで、２回目にまた質問

したいと思いますけども。施設整備等積立金の令和３年度の額を教えてください。それから、

７ページの前年度繰越金、１億３，８７８万７，７２５円ということで、これも令和元年か

ら２年に比べたら少ないですけども、１，３１７万９，０８７円の減ということで、なかな

か厳しいなと思うんですけども、それから、動物譲渡代金、令和２年に比べて２，２５５万

円の減ということで、令和２年はハナゴンドウ、バンドウ、カマ、スジを開発公社へ売っと

るんですけども、その分がなくなったということで、２，２５５万円の減ということなんで

すけども、６６０万円、これは何をどこへ売ったんでしょう。それから、８ページの顧問報

酬、顧問は誰と誰となっているのか。去年も聞いたと思うんですけども、再度聞いておきま

す。それから、報酬、６，６４０万５，９８０円、これ何名分なのか。それから、時間外勤

務報酬、５８４万２，０１８円、令和２年に比べたら２９８万２，２５１円の増と。それか

ら、休日勤務報酬、３７７万１，２１６円、これも１６６万２，９４４円の増と、この理由

をお願いします。給料、一般職給料、これ何名分なのか。会計年度任用職員給料、７２８万

２，８００円は、これは林前館長の給料なのかどうか。それから、９ページの共済費の職員

共済組合負担金（会計年度任用職員）の２１４万１，６４１円についての説明をお願いしま

す。旅費、これはないと思いますけど、外国があればお願いします。それから、飼料購入費、

４，２５３万６，３８８円、医薬材料費ですか、１，４９６万４，９３１円、これも毎年聞

いとるんで、大まかな内訳でいいんでお願いします。飼料は令和２年に比べたら３，５６９

万９，５７９円の減ということで、これが開発公社からの入ってきやあた飼料購入費だと思

うんですけども、独自で買ったということは、博物館より安かったということですね、違う

んですか。その辺、理由が分かれば、今までずっとしてきたことを変えるということは、よ

っぽどのことやと思うんで、理由が分かれば教えてほしいと思います、独自で買った。１１

ページ、動物取扱登録料、これ何を登録したのか。それと、１２ページの複写機リース料、
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これが８万８，８８４円の増、電話機リース料が９万２，６４９円の減、これの説明をお願

いします。そして、パソコンソフト使用料、４万４，３５２円、それから、工事請負費、８

２万５，０００円、動物購入費、備品購入の６９１万９，５００円、何を何頭買ったのか。

令和２年は１，０３２万１，５００円で、バンドウを１２頭購入ということでなってますけ

ども、何を何頭買ったのか。それから、汚物排水ポンプ１台、２６１万３００円、それから、

パソコン２台、２１万４，６８０円、令和２年は３台パソコン購入してるんですけど、今年

も、令和３年も２台ということで説明をお願いします。それから、今まで聞くの忘れとった

んやけど、１３ページの積立金の利子分２，０００円の支払いというのは、これは何なんで

すか。利息が入ってきて、利息が２，０００円入ってきて、利息分として２，０００円出し

たと、ちょっとよう分からんので説明をお願いします。それから、１４ページ、大水槽配管

改修工事、７８７万６，０００円ということで、この工事終了した後、その後の経過を教え

てください。以上です。頭数と種類はすいませんけど、ゆっくり答弁してください。 

○議長（水谷育生君） 

  稲森くじらの博物館長。 

○くじらの博物館長（稲森大樹君） 

  まず、当館が管理と所有する動物についてご説明させていただきます。現在、くじらの博

物館が所有しております小型鯨類の種数、頭数ですが、コビレゴンドウ４頭、オキゴンドウ

１頭、ハナゴンドウ７頭、カズハゴンドウ２頭、バンドウイルカ１２頭、カマイルカ３頭、

マダライルカ２頭、スジイルカ３頭、シワハイルカ３頭、交雑個体が４頭、計４１頭になり

ます。公社以外の今管理を任されている個体はおりません。続きまして、くじらの博物館で

死亡した小型鯨類の種数と頭数になります。ハナゴンドウ３頭、カズハゴンドウ１頭、マダ

ライルカ１頭、スジイルカ２頭の４種７頭になります。また、くじらの博物館が管理してい

る公社個体、その鯨類の種数と頭数になります。コビレゴンドウが７頭、ハナゴンドウが２

１頭、バンドウイルカが１０２頭、カマイルカが１３頭、スジイルカが５頭になります。ま

た、公社の個体で博物館で飼育している個体数になりますが、現在、３頭を飼育しています。

また、引き続き開発公社の死亡頭数、令和３年度における太地町開発公社の死亡個体の頭数

になりますが、３種８頭になります。現在の飼育頭数の合計は５種１４８頭になります。引

き続き６ページのご説明をさせていただきます。４月が４，８４７人、５月７，７４６人、

６月４，０４０人、７月１万１，７９２人、８月２万４６３人、９月８，１１１人、１０月

１万１，６５９人、１１月１万２，３３４人、１２月１万１，４５１人、１月７，２５５人、

２月４，２７０人、３月９，５１１人、合計で１１万３，４７９人となります。また、入館

料の１億３，２６５万９，８４０円、約２，６００万円の増の理由となりますが、令和２年

度につきましては、感染拡大防止措置に伴うゴールデンウイークを含めた３５日間の休館と
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外出規制がありました。令和３年度に関しましては、そういった規制もなく、後は館の運営

に関しても感染対策を講じることができたことや、また、消費者もそういったところに慣れ

てきたということもありまして、入館者数の増になったのかというふうに考えております。

また、売店収入、５，５６３万６，７４４円、こちらも約２，０００万の増額の理由になり

ますが、これは先ほど申しました入館者数の増加に伴うものと、そのほか、感染症対応地方

創生臨時交付金を充当しました、ミュージアムショップ専用プレミアム商品券配布事業を行

ったこと、後は、和歌山県リフレッシュクーポンの対象であったこと、また、教育旅行が増

えまして、教育旅行のお客様、非常に売店商品を買ってくださる傾向にありますので、そう

いった増加が考えられています。続きまして、雑収入、飼料売他４，１０５万４，８７４円、

約１，２００万の増の理由となりますが、まず、内訳のほうが餌あげ体験、１，７５７万８，

５４４円、ビーチでふれあい、１４７万７，０００円、カヤックアドベンチャー、６１２万

２６０円、イルカにタッチ、６１２万６，５０６円、トレーナー体験、３４万９，０００円、

ダイビング、３９万６，０００円、その他、９００万７，５６４円となります。この増額の

理由に関しましては、売店と同じ入館者数の増加に伴うもの、後は営業努力もありまして、

客単価が上がりまして、そういったことで売り上げが増加しているような傾向となっており

ます。生簀賃貸料、１１万８，８００円になりましては、こちら全てくじら浜海水浴場にか

かっている費用になります。これは、その開催期間の日数に左右されますので、そういった

ことでの計上とさせていただいております。７ページの動物譲渡代金、６６０万円とありま

して、これの内訳になります。これは、１種３頭、全てバンドウイルカになります。これは、

太地町開発公社向けとなります。繰越金、減額となりますが、先ほどの未収入金額、約８，

０００万、そちらを考慮すると前年度から下がったようには感じておりませんので、未収入

額に関しては、今後も太地町開発公社の事業の状況を見ながら、収入に努めていきたいと思

っております。８ページお願いします。顧問につきましては、三重大学教授の吉岡先生、後

は、くじらの博物館の前の獣医師、白水博の２名となります。また、報酬の６，６４０万５，

９８４円に係る人数でございますが、３４名となります。その下にかかります時間外勤務報

酬、休日勤務報酬等についても、その３４名の分になりますが、令和２年度に関しましては、

コロナ禍ということもあって、営業日数が少なかったこととか、作業を減らしたということ

もあって、令和３年度はある程度業務が増えたということで、それに伴っての増額というふ

うに考えております。続きまして、給料の一般職給料につきましては、こちら２名となりま

す。１名は林館長で会計年度任用職員という形になります。その下、会計年度任用職員給料

につきましては３名分、これは先ほどの会計年度任用職員は全て３４名フルタイム（訂正＝

パートタイム）なんですけども、こちらはフルタイムの会計年度任用職員となります。９ペ

ージをお願いします。職員共済組合負担金の人数になりますが、先ほどの職員とフルタイム
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の計人数なんですけども、ちょっと当時の林館長がそれに該当するかというのをちょっと調

べておりませんでしたので、後ほど調べてご報告させていただきます。その下、旅費になり

ますが、外国への出張はありませんでした。１０ページお願いします。飼料購入費の内訳、

大まかにご説明させていただきます。ホッケが１５０トン、２，３５１万、ニシン４０トン、

７３４万、シシャモ１５トン、５５０万、イカ７トン、２９４万、オオナゴ１５トン、３１

６万、その他の魚種、約２トン、９万円となります。また、公社が独自に餌を購入している

理由になるんですけれども、公社個体、短期飼育を目的としていたもので、目的としている

個体がほとんどで、その餌料種がサバになります。ということで、サバの購入量が非常に多

いため、サバに関しては公社が直接購入している。後は、その他の雑魚ですとか、臨時的に

イカですとか、そういったことで公社が購入した方が作業の簡便性であったり、費用に関し

て損失がないという場合には公社が買ってることが多いです。次に、１１ページの動物取扱

登録料の１万５，０００円になりますが、これはくじらの博物館が新規に動物取扱業訓練を

登録したことによる手数料となります。続きまして、１２ページ、複写機リース料に関しま

しては、私も調べられておりませんので、こちらについても後ほどご報告させていただきま

す。その下、電話機リース料につきましては、８月以降、この電話機一定期間を経てリース

料が減額したことによるものです。当初予算のときは、こちらについて減額することを認識

しておりませんでしたので、こういった決算状況となっております。その下、パソコンソフ

ト使用料につきましては、これはイラストレーターとかフォトショップとか、画像処理ソフ

トの使用料、サブスクリプションの費用になります。その下、１４節、工事請負費、８２万

５，０００円です。こちらは、本館１階はＷｉ－Ｆｉサービスがあるんですけれども、その

ほかのところがＷｉ－Ｆｉ設備ができてない状況でして、今、会議とか研究会、学会、その

他、非接触型のプログラムをするにあたって、Ｗｉ－Ｆｉを整備する必要があると考えて、

今回、コロナ感染対策臨時交付金を使って、事業として進めさせていただきました。１７節、

備品購入費になります。動物購入費６９１万９，５００円でありますが、２種８頭、内訳と

しましては、ハナゴンドウ３頭、バンドイルカ５頭となります。その下、汚物排水ポンプ１

台になりますが、貯水池の、汚物排水の貯水池から下水に流すポンプ、これ２基あったんで

すけれども、１基が故障しているため、もう１基が故障したら引き上げられなくなるという

ことで、今回１基、２基目を購入させていただいた次第でございます。また、パソコン２台

につきましては、昨年に続き令和３年度も２台購入させていただきましたが、これも業務が

いろいろとオンライン化が進むにつれて、職員数当たりの所有量が低くなっているため、そ

の補完ということで購入させていただきました。これも、コロナ感染症対策臨時交付金をあ

てがったものです。１３ページお願いします。積立金に関しましても、ちょっと私のほうで

理解できておりませんので、こちらのほうも確認させていただきます。１４ページの大水槽
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配管改修工事になりますが、１２月１１日に展示が再開できるようになって、その後も工事

状況は、工事箇所は良好で、特に補修なく展示を継続できているような状況です。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  執行総務課副課長。 

○総務課副課長（執行貴弘君） 

  私については、２，０００円の利子についてちょっと説明させていただきます。基金を預

金口座に預けておりますので利子が生じます。その利子なんですけれど、通常に預金にはど

んどん、どんどん勝手に増えていくというか、通常、増えていくんですけど、会計上はやっ

ぱり反映させないといけないので、増えた分については入で入れて、出で積み立てをしまし

たと、その分、積み立てをしましたということで、それで計上しております。以上です。額

については、また後ほど。 

○議長（水谷育生君） 

  稲森くじらの博物館長。 

○くじらの博物館長（稲森大樹君） 

  基金についての説明なんですけれども、１億８７６万９，５３８円になります。医薬材料

費の内訳も答弁漏れしていましたのでご説明させていただきます。１０ページになります。

１，４９６万４，９３１円の内訳でございますが、ビタミン剤が６２７万円、消化器系薬剤

が５０万円、抗菌剤が５６８万円、生化学自動分析装置用試薬スライドが３９万円、次亜塩

素酸ナトリウム水溶液が１６４万円、消毒液１５万円、その他薬剤が２８万円となります。

以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  答弁漏れありませんか。ほかに質疑はありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  先ほどの稲森館長の答弁の中で、この６，０１６万２，２６０円と、２，２００万が入ら

なくても運営上問題ないというような回答だったと思うんですけれども、この令和３年度、

収入済額が３億８，５６５万９，１１３円ですよね。それで、前年度の繰越しが１億３，８

７８万７，７２６円ですよね。それと、繰入金が６３２万７，０００円で、これ１億４，５

１１万４，７２５円、私の計算上ですけど、になります。そしたら、収入済額が３億８，５

６５万９，１１３円で、それを抜いたら２億４，０００万ぐらいしかないんです。そしたら、

今年度は、令和３年度はそれでいくかも分かりませんけど、今回の繰越しが７，０００万ぐ

らいやったですかね。７，８００万、前回が１億３，８００万、半分ぐらいに減ってきます。

今、基金が１億と言われてます。この収入未済額が恐らく、これ僕前回質問したと思うんで

すけど、令和３年度で中国へは売れてないと。多分、今年もどうなのかなという部分があり
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ますよね。だから、これ開発公社の全部数字ですよね。開発公社は別の団体なので質問する

ことはできないんですけれども、開発公社がくじら館の経営を圧迫するような形に将来なっ

ていくんじゃないかな。というのは、この動物管理費というのは、売れなかったらずっと続

くわけでしょう、このお金。だから、売れることを望みますけれども、大変なことになるん

じゃないかないうような気がします。だから、博物館と開発公社の関係というのはあるんで

すけど、開発公社も公ですよ。公と公の関係だからこれで済みますけど、もし民だったら、

これ大変なことになると思うんですよね。だから、そこら辺を重々まちとしても考えてもら

って、できれば博物館は博物館の本来の役目というのを僕はすべきじゃないかなというよう

に思うんです。いかがですか。 

○議長（水谷育生君） 

  漁野副町長。 

○副町長（漁野洋伸君） 

  海野議員おっしゃられましたように、この８，０００万というのは入らなかったら、やは

り大きいものだと思っております。稲森が先ほど言いましたのは、８，０００万もし入って

たら、通常通り入ってれば、通常の今年の見合った収入、そこそこそんなに悪くないことだ

ったんじゃないかというようなことだと僕は認識してあるんですけど、ただ、今、海野議員

言われたように、博物館の主に中国なんですけども、これ、それ再開に向けてできる限りの

努力はしてると思うんですよ。詳しくはちょっとこの場では言えないんですけど、そういう

ことは重々海野議員には分かっててほしいと思います。あくまでコロナということで、こん

なに当初長引くとはそんなには、当初はそんなに思ってなかったんですね。ただ、もう３年

ということで、あらゆる努力をしているということです。将来、これがずっと続くとは思っ

てはないんですよ。公社があれだけ、１５０頭近く自分とこの商品と言いますか、小型鯨類

を持ってたら、やはり、博物館の力を借りて管理していただかないと、現実的に今のところ

ちょっと難しいかなと思っております。今、海野議員言われたようなことを重々肝に銘じて、

内部的にもいろいろと協議、検討していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  公社がらみの未収入が８，０００万あるということ。今回、配付されている新公会計の参

考資料の開発公社の今年度の予算を見ると、生鯨類売上利益が令和３年よりも１億円増で見

込んでますね。これで、きっと博物館に返してくれるんだと期待してるんですが、これはも

う別の会計だから、館長にはお聞きできないんですが、一般論として教えてください。今、

生鯨類の売買というのは、今実態としてはどうなってるんでしょうか。 
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○議長（水谷育生君） 

  稲森くじらの博物館長。 

○くじらの博物館長（稲森大樹君） 

  申し訳ありません。国外への動物販売に関しましては、公社が一任されておりまして、そ

ういった詳しい状況というのが、くじらの博物館分かりかねているような状況になります。

申し訳ございません。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  開発公社の管理するバンドウイルカが１０２頭ということで、去年より１５頭増えている

ということなんですけども、これ３年前のもあるやろうし、２年前のもあるやろうし、１年

前もあるやろうし、いろいろあると思うんですけど、そのたびに成長していくイルカ、これ

はやっぱり売れるんですか。大きくなったらちょっと売りづらいというようなことをちょっ

と聞いとるんですけども、どうなんでしょうか。この約６，２００万の管理料は、結局、普

通やったら、民間やったら、これもらわなんだらどうにもならんでしょう。これ一体６，０

００万は一体どうするんですか。動物譲渡代金は、売らなんだら入ってこんというのは分か

るんですけども、管理料は管理したわけでしょう、１年間。それが入ってきてないって、普

通の商売やったら考えられんやないですか。これは、どういうふうな約束をしてあるんです

か、公社と。別に、儲かってからでええよいうような話じゃないと思うので、商売同士やっ

たら。手形でも切ってもうたあるんですか。その辺ちょっと、非常に心配なので、労働した

のに入ってきてないというか、その辺ちょっと聞いておきたいと思います。それで、バンド

ウがこれ売れるのか、もう３年もたったあるのに、本当に売れるのか。この状態がどのぐら

い続くのか、どういう考えをもっているのか、博物館として。僕は、令和４年もあかんの違

うかなと思うんやけど、令和４年もこれ９月まできたあるんで、令和４年もこれ再開できる

ように思わんのですけど。これ、管理料、１億２，０００万円になってくるわけですよ。商

売やったら考えられんという、その対価はもらってないんですから。それやったら手形切っ

てくれとか、そういう形になってしまうと思うんやけど、さっき海野議員が公と公やからこ

んなもんかなとか言わあたですけど、その辺ちょっとどういう考えもってあるのか、説明し

てください。 

○議長（水谷育生君） 

  稲森くじらの博物館長。 

○くじらの博物館長（稲森大樹君） 

  まず、動物が大きい個体売れるかどうかというところなんですけれども、まず、ちょっと
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国外へどういった個体が需要があって、どういった交渉がされているかというのは、私のほ

うは分かりかねるんですけれども、一般的に国内で言えば若い個体が好まれます。ただ、あ

えてすぐに繁殖が進められるような成熟した大きい個体、大きい個体の中でさらにある程度

年が重ねているような個体を購入する水族館施設等もあります。そういった可能性としては

考えられることと、後は、大きくなったとしても、年がそこで１歳、２歳、歳とるだけで、

５歳、１０歳、歳とるわけではないので、そこら辺は訓練等の技術があれば、しっかりと展

示等には利用できるのかなというふうに私のほうは考えております。後、公社の約６，００

０万の未収の件に関してですけれども、手形等は交わしておりません。これから、コロナ禍

が終わりまして事業が進みましたら、こちらのほう入で入るというふうに口頭ですけれども

聞いておりますので、それを今待っている状況です。ただ、議員おっしゃるとおり、このま

ま繰越しも少ない状況で、経営していくのも大変だというふうに承知しておりますので、こ

れは早目にできれば入に入れてもらいたいというふうには考えております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  討論を終わります。これから、認定第６号、令和３年度特別会計太地町くじらの博物館事

業歳入歳出決算認定の件を採決します。お諮りします。この決算は原案のとおり認定するこ

とにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  異議なしと認めます。したがって、認定第６号、令和３年度特別会計太地町くじらの博物

館事業歳入歳出決算は認定することに決定いたしました。 

                                           

△日程第１９ 認定第７号 

○議長（水谷育生君） 

  日程第１９ 認定第７号、令和３年度企業会計太地町水道事業会計決算認定の件を議題と

します。事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（水谷育生君） 
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  説明を願います。脊古産業建設課副主幹。 

○産業建設課副主幹（脊古 景君） 

  令和３年度太地町水道事業決算についてご説明させていただきます。１ページをお願いし

ます。収益的収入及び支出でございます。こちらは消費税込みの決算報告書になっておりま

す。収入につきましては決算額が８，１５０万１，８５９円となっております。内訳としま

して１項、上水道営業収益、７，４９４万６，１７０円、２項、営業外収益、５６８万５５

円、３項、簡易水道営業収益、３５万８，４８０円、４項、特別利益、５１万７，１５４円

でございます。支出につきましては、１款、水道事業費用は決算額、７，２５５万３０５円

となっております。内訳としまして、１項、上水道営業費用、６，４６９万８，４７１円。

２項、営業外費用、７２７万９，０７２円。３項、簡易水道営業費用、５７万２，７６２円

でございます。２ページをお願いします。資本的収入及び支出でございます。収入としまし

て１款、資本的収入、決算額、３，１６０万円となっております。内訳としましては、３項、

企業債、１，９００万円、４項、一般会計からの出資金、１，２６０万円となっております。

支出につきましては、１款、資本的支出は決算額が５，８４８万９，４３６円となっており

ます。内訳としまして、１項、建設改良費、こちらが３，９９８万４，３００円となってお

り、主な事業としましては平見１号線配水管布設及び布設替工事に伴う舗装復旧工事や、田

ノ尻地区配水管布設替工事、森浦水源地キュービクル更新工事などとなっております。２項、

償還金につきましては、企業債の元金償還金として、１，８５０万５，１３６円を返済させ

ていただいております。なお、欄外に記載のとおり資本的収入額が資本的支出額に対し不足

する額、２，６８８万９，４３６円につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的

収支調整額３６２万９，５９８円、過年度分損益勘定留保資金２，３２５万９，８３８円で

補填しております。こちらについては企業内部留保資金となっております。３ページをお願

いします。令和３年度の損益計算書となっております。こちらは消費税抜きの金額で記載し

ております。下から４番目に記載しております５３０万１２６円が当年度の純利益となって

おります。こちらの当年度純利益に前年度繰越利益剰余金５９６円を足しました５３０万７

２２円が当年度未処分利益剰余金となっております。５ページをお願いします。先ほどの未

処分利益剰余金につきましては、剰余金処分計算書（案）のとおり利益積立金へ２００万円、

減債積立金へ１３０万円、建設改良積立金へ２００万円、合計５３０万円を積み立てする内

容となっております。６ページをお願いします。貸借対照表でございます。まず資産の部に

つきましては、１、固定資産の合計が１０億３，８９６万１，８２７円でございます。２、

流動資産につきましては１億４，１５３万１２円となっております。未収金につきましては、

水道料金の未納分などとなっております。１と２を合計しました資産の合計額が１１億８，

０４９万１，８３９円になっております。７ページをお願いします。負債の部でございます。
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３、固定負債ですが、こちらは償還時期が１年以上先である企業債元金の合計を計上してお

りまして、残高につきましては４億９，０６０万８，０７８円でございます。４、流動負債

でございます。この（１）にも同じ企業債がございますが、こちらは償還期限が１年未満と

なった企業債の元金を計上しておりまして、１，８８５万３，４９３円でございます。流動

負債の合計につきましては、２，２２１万６，２００円でございます。なお、企業債元金の

残高の合計につきましては１７ページをお願いします。こちらの企業債明細書、こちらの計

の欄に記載しておりまして、５億９４６万１，５７１円が令和３年度末の企業債残高となり

ます。ページ戻りましてもう一度７ページをお願いします。３、固定負債と４、流動負債に

５の繰延収益、１億１，４３６万５，４９７円を合算したものが負債の部の合計となります。

合計は６億２，７１８万９，７７５円でございます。次に資本の部でございます。６、資本

金の合計額が４億１，４９９万４，２３７円となっております。７、剰余金の合計が１億３，

８３０万７，８２７円です。６、資本金と７、剰余金を足した金額が資本の部の合計となり

まして、５億５，３３０万２，０６４円でございます。こちらの負債資本の合計額は１１億

８，０４９万１，８３９円でございます。そのほか、事業報告の資料となっております。以

上です。 

○議長（水谷育生君） 

  説明を終わります。質疑を行います。質疑はありませんか。１番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  ３ページの当年度純利益が令和２年は１，３４１万８４３円やったんですよ。純利益が８

１１万１２７円減になっている。現金預金が令和２年度は９，０６２万３，２２８円、６ペ

ージなんですけども、現金預金が１億３，５３９万２，１０７円ということで、当年度純利

益が８１１万１２７円減っているのに、現金預金が４，４７６万８，８７９円の増というこ

とで、この辺のちょっと説明をお願いします。それから、未収金が、これはいいことやと思

うんですけど、令和２年度は３，２８７万７，４３５円あったんですけども、未収金が３，

１７１万７，８７０円の減ということで、これの説明もお願いします。それと、構築物です

ね、構築物の１１億７，９６８万８，２０４円、償却累計額が３億４，０６３万９，１１７

円、これで８億３，９０４万９，０８７円と、令和２年度が７億８，６１０万１，２３４円

で、構築物は５，２９４万７，８５３円の増となっとるんですけども、これの説明もお願い

します。以上３点です。 

○議長（水谷育生君） 

  脊古産業建設課副主幹。 

○産業建設課副主幹（脊古 景君） 

  まず、純利益が減っているのに現金預金が増えているということなんですけども、令和２
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年度の未収金が３，２００万ほどありましたので、それが３年度になってから大方入金され

たということで現金が増えております。未収金が減っているということなんですけども、令

和２年度につきましては、消費税の還付金などが発生しておりまして、それも令和３年度に

入金されております。令和３年度につきましては、消費税は還付じゃなくて納付のほうにな

っておりますので、その分も減っております。未収金の内訳としまして、平見１号線の配水

管布設工事とか布設替工事の出資金などにつきましても、年度末に事業費確定してから請求

しておりまして、４月以降に入金されましたので、そういうのもありまして未収金は大きく

減っております。６ページをお願いします。構築物なんですけども、これにつきましては、

令和２年度と令和３年度にかけて行いました、平見１号線の配水管の布設工事と布設替工事、

それに伴う舗装復旧工事、田ノ尻地区の配水管布設替工事分がこの固定資産の構築物のとこ

ろに合算されております。それから、令和３年度に減価償却されました２，２１６万４，１

４７円を引きますと、漁野議員おっしゃられた金額の差になると思います。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  有収率についてお聞きしたいと思うんですけれども、有収率はどれぐらいですか。 

○議長（水谷育生君） 

  脊古産業建設課副主幹。 

○産業建設課副主幹（脊古 景君） 

  令和３年度につきましては、５５．２％となっております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  有収率というのは、僕も参考書で見たんですけど、つくった水の量と収入になった水の量

の比率ということで、高いほど効率的ということ言われてますよね。だから、５５．２の有

収率というのは、相当どっかへ流れているのか、漏水してるのかということが考えられると

思うんですけれども、その原因分かりますか。分からなかったらいいんですけど、分かれば

教えてください。 

○議長（水谷育生君） 

  脊古産業建設課副主幹。 

○産業建設課副主幹（脊古 景君） 

  例年、業者に委託しまして漏水調査等をしまして、漏水発見しましたら、その都度、修繕

は行っているんですけども、その漏水してたところを直しますと、今度、次の弱いところが
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破れて漏水するというのを繰り返してまして、なかなか有収率が改善してきていない状況に

なっております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  これは副町長にちょっとお願いしときたいと思うんですけれども、以前も僕質問の中で、

公共下水道管、水道管ですね。やっぱりきちんと整備すべきじゃないかということをお話し

たと思うんです。町長もそれは認識してまして、水道管は全てもう網羅されたのかなって思

ってたら、そうじゃなかったというような話をされてました。だから、やはりこれだけの有

収率だったら、計画的に水道管をやり替えていくということも必要じゃないかないうように

思いますので、今後、こういうことも念頭に置いて、やはり、まちのインフラ整備、公共下

水道管も暖海だったら相当古いと思うんですよ。だから、そこら辺も年次的にもうお金がか

かっても、インフラ整備ですからやっぱりやっていくということも必要ではないかなと思う

んですけど、いかがですか。 

○議長（水谷育生君） 

  漁野副町長。 

○副町長（漁野洋伸君） 

  有収率、長年、ここ数年ずっと言われ続けて、こっちも気にして一生懸命やっているとこ

ろであります。先ほど、脊古が申したように、漏水調査をしてそこをやれば、弱いところへ

破裂するということで、その繰り返しであります。何とかならないかなとずっと思っており

ます。今、海野議員おっしゃられました水道管の整備、根本的に年次をおって計画的にやり

なさいということだと思うんですよ。一応、それを念頭に置いて、時期的なものはまだちょ

っと未定ですけども、非常に重要なことだとは認識しておりますので、検討させてください。

以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。９番、花村君。 

○９番（花村 計君） 

  １点だけ、１７ページの企業債明細書についてなんですけど、公営企業会計で可能かどう

かだけ教えていただきたいんですけど、これ、平成時代に起債している分と最近の起債と利

率が２．２％から０．００６％と大分差があるんですけど、これは借り替えたりということ

を検討することは可能なんですか。 

○議長（水谷育生君） 

  執行総務課副課長。 



－ 137 － 

 

○総務課副課長（執行貴弘君） 

  基本、借り替えをしないということで最初に、そういう契約で借りておりますので、基本

的にはできないことになっております。以上です。 

○議長（水谷育生君） 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  討論を終わります。これから、認定第７号、令和３年度企業会計太地町水道事業会計決算

認定の件を採決します。お諮りします。この決算は原案のとおり認定することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  異議なしと認めます。したがって、認定第７号、令和３年度企業会計太地町水道事業会計

決算は認定することに決定いたしました。暫時休憩します。 

休憩 午後３時３０分 

 

再開 午後３時３１分 

○議長（水谷育生君） 

  再開します。先ほど審議されました、太地町くじらの博物館事業歳入歳出決算で、町長よ

り答弁漏れの申出があります。答弁願います。稲森くじらの博物館長。 

○くじらの博物館長（稲森大樹君） 

  ８ページお願いいたします。報酬のところ、また、給料のところで会計年度任用職員の人

数の割り振り、こちら発言に誤りがあった可能性がありますので訂正させていただきます。

フルタイムの人数は３名、これは給料に係るところです。また、パートタイムは３４名、こ

ちらは報酬に係るものとなります。次に、９ページお願いします。４款、共済費、職員共済

組合負担金になりますが、こちら４名が該当します。次に１２ページお願いします。複写機

リース料、こちら昨年度よりも増額となっておりますが、主な要因としては、令和２年度に

こちら複写機のほうが新規のものに購入し直したため、また、機能が上がってたりすること

でリース料が上がっているような状況です。以上です。 
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△日程第２０ 請願第４の１号 

○議長（水谷育生君） 

  日程第２０ 請願第４の１号、太地町立くじらの博物館に関する請願書の件については、

産業建設常任委員会に付託しましたので報告いたします。 

                                           

△日程第２１ 議員派遣の件 

○議長（水谷育生君） 

  日程第２１ 議員派遣の件を議題といたします。事務局長に朗読させます。 

○事務局長（由谷陽久君） 

  議員派遣の件。令和４年９月１３日、本議会は、地方自治法第１００条第１３項及び会議

規則第１２９条の規定により、次のとおり議員を派遣するものとする。記１、東牟婁郡町村

議会議長会全議員研修会、主催、東牟婁郡町村議会議長会。（１）目的、議会議員としての

資質の向上に資するため。（２）派遣場所、串本町潮岬２８３８―３、南紀熊野ジオパーク

センター。（３）期間、令和４年１０月１３日（木）の１日間。（４）派遣議員、全議員。

２、令和４年度委員長・副委員長研修会、主催、和歌山県町村議会議長会、（１）目的、議

会議員としての資質の向上に資するため。（２）派遣場所、和歌山市茶屋ノ丁２番１、和歌

山県自治会館２階大会議室。（３）期間、令和４年１０月２８日（金）の１日間。（４）派

遣議員、委員長及び副委員長。 

○議長（水谷育生君） 

  質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  討論を終わります。なお、諸般の事情により変更する場合は議長に一任されたいと思いま

す。これにご意義ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 

  これから議員派遣の件を採決します。お諮りします。本件は原案のとおり決定することに

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（水谷育生君） 



－ 139 － 

 

  異議なしと認めます。したがって、議員派遣の件は原案のとおり可決されました。 

                                           

△散  会 

○議長（水谷育生君） 

  本日は、これで散会いたします。明日１５日から２０日まで休会といたします。２１日に

一般質問を行いますので、ご参集願います。 

 

散会 午後３時３５分  
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